
地質調査所月報,第37巻第8号,p.417-453,

��

551,763:563.1一ト564(523.4)

宇和島地域の四万十帯白亜系層序
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　　　　　　　　　宇和島地域の四万十帯自亜系層序

一大型化石と放散虫化石の層序酌分布に関連して一

寺岡易司＊栗本史雄＊＊

TERAoKA，Y．and　KuRIMoTo，C．（1986）　Cretaceous　stratigraphy　of　the　Shimanto　Ter－

　　　　　rane　in　the　Uwajima　area，west　Shikoku，southwest　Japan，with　reference　to　the

　　　　　stratigraphic　distribution　of　mega－and　radiolarian　fossils．β％〃．GθoJ．S％70．∫砂伽，

　　　　　voL37（8），p。417－453．

A恥st臨e重：The　Cretaceous　of　the　area　ranges　in　age　from　Barremian　to　Santonian，

yielding　abundant　mega－and　radiolarian　fossils，and　varies　markedly　in　sedimentary

facies．It　is　stratigraphically　divided．into19formations，and　structura11yF　into10blocks

as　shown　in　Table　l　and　Fig．2．

　　　　　The　Lower　Cretaceous　consists　mainly　of　shale，and　is　represented　by　the　Bar・

remian　Hirai　and　Aptian　Chikanaga　Formations　in　the　Izumigamori　Block，the　AIbian

Shimoono　Formatioln　in　the　Shimoono　BIock　and　the　probable　Albian　Okuura　Formation

in　the　Okuura　Block．These　strata　exclusive　of　the　Okuura　Formation　contain　ammonites．

In　the　Hokezu　BIock　occurs　the　Hokezu　Formation　rich　in　sandstone，which　may　be　of

Early　Cretaceous　to　Cenomanian　age．

　　　　　The　Shitaba　BIock　is　underIain　by　the　Cenomanian　Shitaba　Formation　of　sandstone

．dominated　facies　with1％ooθプ伽％3aff．6吻汐5∫．Of　the　Oguwa　Formation　exposed　in　the

Hiromi　and　Uwajima　Blocks，th61Qwer　part　rich　in　sandstone，containing1％oσθγ倣％s

（1銘ooo7卿％s〉cf．yα伽，is　assigned　to　the　Cenomanian，and　the　middle　and　upper　parts

composed　mostly　of　siltstone　and　shale　are　of　Turonian　age　because　of　the　occurrence　of

1π06θγα〃z％s（1．）hoδθ魏％s∫s，1．（1．）渉θ5腕oθ煽s，αos吻励θs（αos吻海漉s）加θ70吻sand

other　ammonites．The　Chiyoura　Formation　is　another　Cenomanian　sequence　consisting

of　sandstone　and　shale　in　the　Uwajima　Block．

　　　　　In　the　U蜘ajima　and　Hiromi　Blocks，the　Coniacian　comprises　the　Tenjinzaka，

Narukawa，Furushiroyama　and　Ishibik：i　Formations，and　is　overIain　by　the　Santonian

represented　by　the　Yorimatsu　and　Suigenchi　Formations，Each　of　these　formations　is

predominant　in　sandstone，10cally　with　conglomerate，or　siltstone　in　the　Iower　part　and

in　shale　in　the　upper　part，showing　an　upward－fining　change　in　lithology．1％oogプσ秒z勿3（1．）

耀碗耀％s歪s　is　found　throughout　the　Coniacian　formations　assocciated　with　many　kinds

of　other　inocerami　and　ammonites．On　the　other　hand，from　the　Santonian　formations　are

co11ected　abundant　megafossils　such　as1．（PJα砂oθ7耀％s）徽α肋sθ銘5∫s　and　Pプoず砿α魏θs

（ルα蜘α競θs〉∫蜘之σ躍α∫。The　Mitsuman　Formatio心of　the　Izumigamori　Block　is　also　a

Coniacian　sequence　of　shale　and　sandstoエ1e　facies　with1．（1．）％醐ゴ伽θ銘5歪s．

　　　　　The　Yoshida　Block　is　occupied　by　the　Cenomanian　Yoshida　and　Turonian　to

Coniacian　Mima　Formations．The　Yoshida　Formation　consists　mainly　of　shale　with

frequent　interbeds　of　red　shale，and　the　Mima　Formation　of　shale　and　sandstone，rarely

containing　inocerami。The　Kitanada　Formation　of　the　Kitanada　Block　ranges　in　age

from　Turonian　to　Coniacian．It　is　rich　in　shale　as　compared　with　the　coeval　strata　in

other　blocks，and　includes　a　considerable　amount　of　submarine　slide　deposits　with

Iimestone　and　chert　masses　of　Early　Cretaceous　age．In　the　Iwamatsu　BIock　is　distri－

buted　the　Santonian　Iwamatsu　Formation　together　with　the　unnamed　Cenomanian　strata．
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周��散潭灯�摯晳慮�瑯�慮����

剡摩��楡�����潭����捥������業����杲��摩�潴�

fonowingassemb1ages;ル｡加θo励め｡刎伽αb70伽2〃Assemblage(ValanginiantoBar-

remian),ル｡ゐα20肋り｡刎伽α砂〃1gαγゐAssemb1age(A1bian),∬o106ημ06伽初刎あαγMAssem-

b1age(Cenomanian),1)北妙｡刎伽αア｡舳｡sαAssemblage｡(Turonian),1){6秒｡舳伽α加州｡osfαサα

Assemblage(Coniacian)and1){吻｡〃榊后081ωαθAssemblage(Santonian).Theagesof

������慧����整敲浩�摭��祢祭敧����癩���

1.まえがき

近年,放散虫化石研究の進展に伴い,日本のいわゆる

地向斜堆積物の時代が次第に明らかになり,中｡古生代

の地史は大幅に書き変えられつつある.四万十帯の白亜

紀堆積物についても放散虫化石による生層序学的研究が

盛んであり,各地で幾つもの放散虫群集が識別され,そ

れによる時代論が展開されている.しかし,この場合の

時代決定は,主として外国で知られている個々の放散虫

化石種の生存期間を参照して行われており,大型(動物)

化石･その他の資料ではほとんどチェックされていない.

日本では大型化石と放散虫化石を組み合せて白亜系の時

代を論じた報告はまだごく少ない(代表的なものとして

は,TAKETANI,1982).そこで本論文では,四国西端部

の宇和島地域における四万十帯白亜系の層序を示し,こ

れから産する大型化石と放散虫化石について検討する.

宇和島地域の四万十帯に大型化石を多産する白亜系が

分布することはよく知られ,古くより注目されてきた.

この白亜系についての主な研究としては､鈴木(1934-

36),工藤(1949,ユ950),中野(1964),棚部(1972),寺

岡･小畠(1975),寺岡(1977),寺岡ほか(1980)､柳井

(1981),緒方ほか(1983),YANAI(1984),寺岡ほか

(1986)などがあり,研究者によって層序｡構造に関す

る見解は著しく異なる.大型化石については,上記諾論

文のほか,YEHARA(1924),MATsUM0T0(1954),M0RI-

������乁������������慮�

TANABE(1970),N0DA(1975),TANABE(1977),松本

(1978),YANAI(1980)などによっても報告されている.

また,放散虫化石に関しては,NAKAsEK0andN1sH1-

MURA(1981),大賀･坂井(1982),緒方ほか(1983),栗

本｡寺岡(1984),岡村ほか(1985),寺岡ほか(ユ986),

岡本ほか(1986)の研究カミあるが,'これらはいずれも部

分的または予察的なものである.

本研究に際しては,大阪市立大学の八尾昭講師と東京

大学の松岡篤博士から放散虫化石の同定及びその凝集の

時代に関し御教示を頂いた.記して謝意を表する.

2.地質概説

宇和島地域は四国の四万十帯の北西隅に位置し,そこ

には四万十累層群に属する白亜系(下部四万十層群)が

分布する(第1図).これは秩父帯の中生界と仏像構造

線によって画され,化石によって確認される限りではバ

レミアンからサントニアンにわたる時代の地層群であり,

中新世花開岩類(12±2Ma)の貫入を受けている.一般

ヒ四万十累層群は,頁岩｡砂岩を主とする単調な岩相を

示し,大型化石に乏しく,構造的には線状榴曲と走向断

層,ときには低角スラストの発達で特徴づけられる.し

かし本地域のものは,層相変化に富み,礫岩の厚層を挟

んでおり､部分的なカミら大型化石を多産する.そして,

様女な方向の断層に切られて著しく地塊化し,しばしば

翼の開いた短軸榴曲を形成している.

白亜系の岩相･時代｡化石内容と産出頻度･砂岩組成

｡地質構造などの地域的な差異に基づき,本地域の四万

きたなだ

十帯は,第2図に示すように南から北へ,岩松｡北灘｡

したぼしも尭お⑳

下波･宇和島･泉カミ森･広見｡下大野｡吉串奥浦及び

ほげう

法花津の10地塊に大別され,宇和島地塊の場合は更に

こまかく分けられる.これらの構造単元はいずれも断層

で境されている.各地塊に分布する地層の時代は,大型

化石と放散虫化石を組み合わせて決められ,第1表と第

8図にわかりやすく示してある.なお,同時代の地層で

も地塊によって層相を異にするが,このような地域差を

うまく説明するためには,地塊相互の位置関係カミ地層堆

積時と現在では異なると考えざるを得ない(寺岡ほか,

���

3.岩相層序

宇和島地域の白亜系層序区分は研究者によって著しく

異なる(工藤,1949.1950;小林,1950;中野,1964;棚

部,1972;寺岡･小畠,1975;寺岡ほか,1980;柳井,

1981;YANAI,1984;寺岡ほか,1986).それは地層の時

代や層相の側方変化の認定,更には地質構造の解釈の違

いによるものである.本論文では寺岡ほか(1986)の区

分(第1表)にしたがい,各地塊の地層を南から順次簡
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They　are　composed　of　sandstone　and　shale．

　　Radiolarian　fossils　from　the　Cretaceous　in　the　Uwajima　area　are　grouped　into　the

following　assemblages；∠470肱oo耽妙o吻¢惚わ70錫鷹γ歪Assemblage（Valanginian　to　Bar－

remian），、4プ6肋θo砒むo吻擁o％Jg伽s　Assemblage（Albian），∬oJooプッがoo伽勉卿わα7わ％∫Assem－

blage（Cenomanian），1）∫o砂o別伽σ∫o擁osαAssemblage．（Turonian），1）Jo砂o痂癩40％s∫oos渉α雄

Assemblage（Coniacian）and1）歪o加吻」プαたosJωαo　Assemblage（Santonian）．The　ages　of

these　assemblages　can　be　determined　mostly　by　megafossil　evidence．

1．ま　え　が　き

　近年，放散虫化石研究の進展に伴い，目本のいわゆる

地向斜堆積物の時代が次第に明らかになり，中・古生代

の地史は大幅に書き変えられつつある．四万十帯の白亜

紀堆積物についても放散虫化石による生層序学的研究が

盛んであり，各地で幾つもの放散虫群集が識別され，そ

れによる時代論が展開されている．しかし，この場合の

時代決定は，主として外国で知られている個々の放散虫

化石種の生存期間を参照して行われており，大型（動物）

化石・その他の資料ではほとんどチェックされていない．

日本では大型化石と放散虫化石を組み合せて白亜系の時

代を論じた報告はまだごく少ない（代表的なものとして

は，TAKETANI，1982）．そこで本論文では，四国西端部

の宇和島地域における四万十帯白亜系の層序を示し，こ

れから産する大型化石と放散虫化石について検討する．

　宇和島地域の四万十帯に大型化石を多産する白亜系が

分布することはよく知られ，古くより注目されてきた．

この白亜系についての主な研究としては，鈴木（1934－

36），工藤（1949，1950），中野（1964），棚部（1972），寺

岡・小畠（1975），寺岡（1977），寺岡ほか（1980），柳井

（1981），緒方ほか（1983），YANAI（1984），寺岡ほか

（1986）などがあり，研究者によって層序・構造に関す

る見解は著しく異なる．大型化石については，上記諸論

文のほか，YEHARA（1924），MATsuMoTo（1954），MoRI．

sHITA（1962），NAKAI　an（i　HADA（1966〉，SHIKAMA　and

TANABE（1970），NoDA（1975），TANABE（1977），松本

（1978），YANAI（1980）などによっても報告されている．

また，放散虫化石に関しては，NAKASEKO　and　NISHI－

MuRA（1981），大賀・坂井（1982），緒方ほか（1983），栗

本・寺岡（1984），岡村ほか（1985），寺岡ほか（1986），

岡本ほか（1986）の研究があるが，鵯これらはいずれも部

分的または予察的なものである．

　本研究に際しては，大阪市立大学の八尾昭講師と東京

大学の松岡篤博士から放散虫化石の同定及びその群集の

時代に関し御教示を頂いた．記して謝意を表する．

2．地質概説

　宇和島地域は四国の四万十帯の北西隅に位置し，そこ

には四万十累層群に属する白亜系（下部四万十層群）が

分布する（第1図）．これは秩父帯の中生界と仏像構造

線によって画され，化石によって確認される限りではバ

レミアンからサントニアンにわたる時代の地層群であり，

中新世花嵩岩類（12±2Ma）の貫入を受けている．一般

に四万十累層群は，頁岩・砂岩を主とする単調な岩相を

示し，大型化石に乏しく，構造的には線状摺曲と走向断

層，ときには低角スラストの発達で特徴づけられる．し

かし本地域のものは，層相変化に富み，礫岩の厚層を挟

んでおり，部分的ながら大型化石を多産する。そして，

様々な方向の断層に切られて著しく地塊化し，しばしば

翼の開いた短軸摺曲を形成している．

　白亜系の岩相・時代・化石内容と産出頻度・砂岩組成

・地質構造などの地域的な差異に基づき，本地域の四万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　きたなだ十帯は，第2図に示すように南から北へ，岩松・北灘・
したば　　　　　　　　　　　　　　　 しもおおの
下波・宇和島・泉が森・広見・下大野・吉田・奥浦及び
ほ　け　づ

法花津の10地塊に大別され，宇和島地塊の揚合は更に

こまかく分けられる．これらの構造単元はいずれも断層

で境されている．各地塊に分布する地層の時代は，大型

化石と放散虫化石を組み合わせて決められ，第1表と第

8図にわかりやすく示してある．なお，同時代の地層で

も地塊によって層相を異にするが，このような地域差を

うまく説明するためには，地塊相互の位置関係が地層堆

積時と現在では異なると考えざるを得ない（寺岡ほか，

1986）．

3・岩相層序

　宇和島地域の白亜系層序区分は研究者によって著しく

異なる（工藤，1949，1950；小林，19501中野，19641棚

部，1972三寺岡・小畠，1975；寺岡ほか，1980；柳井，

1981；YANAI，19841寺岡ほか，1986）．それは地層の時

代や層相の側方変化の認定，更には地質構造の解釈の違

いによるものである．本論文では寺岡ほか（1986）の区

分（第1表）にしたがい，各地塊の地層を南から順次簡
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��㈳

　

匀

　

�

　

�

���

幽*

　

�

〇

一4

霧',.､幕

　

�

一繁一一一

一,､.一一一一･.'

.:∴一一ミ一一

･一一R}

.タ

一

一

'■｣工

,,5｣三一,一

,■

■

挑誉祐

一一一肇･;嚢肝

一一費讐彰

-望妄=デ轟

､.A､

､一

フ..

�

�

籔

鵜

､靱

　

�

坊

み

妾

一x

肝-.一

拷

　

�

残

尊

�

�

�

　

�

�

㌀

単雫

�����

�椀

��業漸��活��歳

物く編

セ

娯

鱒

　

�

敲��

的パ*

5蕪

秘

����

心へ.

�　

･･目

一菱

5一

一二

一一票一

���

卵��捨椀

Formo寸ion

⊥

�

卓

緊

��

�

戀

�

�

運

､.3

��

･.M

靱＼

便

.遭

�

勢

一

5､ノ一

㌀

ミ一繍一一一

.`■■.

.一Y一.

�

一7一

�

:u一

ぱ･暴

㌧･

�

一5

｣'4

､0..

5.一

一9一

攀

�

�

�

.5.･

�

雇ξ

2昌{亡平≡ミ.

η杢磐聾･

･ヨ三ξ

��

1'“十

“中･1･÷十十

_･､嘩寺ヰ“十“十中“.1'“･≡i11箏….

^^艸州“}奔艸ξ

寺““毒噛寺“十““十“･,･“十“寺寺｡

“十““中砕寺百十“十“■1･““十十方

二＼一“###Toko†suk1Yomo尊章:

三豊誓一葦萎萎萎萎萎萎萎1萎萎襲

““““十･■･十十十十寺･,･“十･1･十十“十中“舌

･十十““十ftfft"△““““ttft++“

一････….･･.･･I･･1･･■･“““･I･一

･I･･1…■････…I･･…1･…'一'“････…I･･一･･一･{替･一･“･1･…■I･･…I･･1･･■･･1･一

寧･■･･I･･…一･■■･････…1･争嘩“･1･十“““■一一･■･争坤“･一･････…■･十“十･一･■I･≒

�

副���楯�

景��

�杯景��

�畵�

ll†蝋†…

珊

駁

Quo†ernory

Yorimo寸su

Formo†ion

�

何

○

ナ

.一並.一

C｡.

乃塗'

1､''

､'

一

へ

⊥

���攀

grOni†iC

�

�

�歳

���

�獨��

�

���歩

Formo†ion

⊥

�

�

�

�

養

鶏后

伽､

�獨業�

らり60

磁興.

腎宥

啗���

曹

�

4一

､肛..

､1葺…

.〃由一.･

隻

5､

･･萎籔

�

誕煽岬

蟻

蒲

皿

��

Formo寸ion

�

��獨楲�潭�

Formo†ion

�

�

�

斗

�

�

���

�步�

�

�

皿

�

�步�

�

�

���

�

�獨��

�

Shi†obo

��歯�

Formo†ion

丁

�

乎

���

�業潯湯

Bloc時

�

�業潯湯

�

匀

翻

Ki†onod0

Formo†ion

�

��楮�歯

�

�浩杯浯物���

姦汁帆

ト†…

驚

�

�楫潮��

�

�

���

��椀

Formo†1on

�

�

�

�楹��

岬榊50㌔

綴火

��潢�

��

鰯

.-一姦一

-滋

.一筆一

∵*一･一*∵

↑

�

十

匀

騒

麗

IWOmO†Su

Formo†ion

�

�景湯摯

�

�

嚢

㌀

�

�

�

�

嚢襲

.一9∵

IWOmO寸Su

一2

〆一

韻

善甲11

＼

畔噂

一*一

算一

�

4一一

･M･

一U一.

†

圀

��

�

圀

�

皿幣巾霧

�

ρ

^舳箒芦頴“

｡〃紗〆が

一一一一加制gom岬輪/

畷���汯捫

�

　

　

λ

㌀

､

､剛J{葦ω

沸

第1図宇和島地域の地質図(寺岡ほか,1986を簡略化,･部加筆〕

GeoIogicmapoftheUwajimaarea(simplifiedfromTEH^0KA81σ1.,1986,wit止someadditions�

簗

麗

ノ

！、、1ノ

　　、ノ

勢　　、　　t！　　　ロド　コ　ド　　置・一慣幽

；rl60・’

・㌧〆

ノ’

θ0

灘灘纏藻篶縮
嚢蟻嬬舗灘

Chichlbu

L、“e

50
桟

終5

：60

～

50

刈

45

＼

璽
　」

　551
：＼・

贋
50i

Terrone

　55：
：敦・

　50：

罪
d

0

45

下ス0

iMo3i　i

　　　i鰍
　　　界：

輝
i蜜UF－72

60

　　隻
鋒

60

45

山
難馨魏

　5

嵐

．劇

4 鱒

ISo

　‘

㌔隷

UR－543

UR－544＊

50

40
州
識 UF－63

1240
51

霧

鳳

箋

雛

㎝腕

（）慧

雛、賊灘
　　　鞠

50

43
＊

報

UR－623

60

＊

＼

喫羅i：：漁亙：：：：糖

嚢F睾騒慰……………i騨・

　　　　　　　　〆．馳306　　　9rヤ・．・

響欝羅難、　　　　　　　　磯鵬蔓，　　5。勲
　　　　　　　　　簸難・　撃
　　　　　　　　圃　 3ρ　返　翼

一一　　徊一一一国一一一一一㊥一一㊦臼堕幽岬口頃婦
一一45一　　甲一聞嗣旧一一胃甲四一甲55一一一　　　45
＝」「己『詫㌔一　　一曽50　一占「”』【’』『㌔2ず「調」毘

　　　一一一一　銚四回一〇一一一一一一
　1、　　　　一一一一一一　　　UR一蚤lo

＊鐙，禧…≡童罪匪蘇

糞礒飛騨

　　　　　0

騨　6ぴ
CHIKANAGA

繋％翻

50

圭

凄
茎

　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　軌　　　　　　　　　　　　　　　1　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　甲

　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　　　　、｝一・」40－．　40’

4・雛聖
lLu降506
11U恥5・5

巽　冥o遭
　　　55　　　　9
　　殻　　50
　　　　　汝

喋3011；

’蝦㌔：

臼＝御

塁讐’

i蕪i

O麺i

i雛…

〆i

垂5

ノ5

＼

50
＼

25

F2一

　　歌灘
堕乙0辱㌧’」」

55
鞍　　S1
ノ・：

，5

殴

　　3　　　　　　　　あ

嫌鴛
　　　　　墨　40

幽

綴i

　　駆∠葉

UR－502

麟ぐ一

　縫｝

…ii難…

・…詳1號

…鰍i…顯

諺雛。

一＊u鰻4i
　　幣鰭

35

50～K2
45

灘’．

7　　　　σ’50●

uR562蜀

UWAJIMA
　　　　　　暫・

　UR－561

謹5

45

50鑛轟
60灘拶袈＿

●30

二．璽

｝　麹
璽5

0

躍z牽

鳥
菊

醜　辺∈
1
ロ

1
一

講感
、堂∠
6σ匁磯
ケ0

　　　55

熊差∈藝二

30

薯＝≡…三薙厚

室塑’　　　　　コ＝0

≡璽誕

●’5．

隆ノ／

．墜≡1i

　尋専
噛中＋尊唖専琴’ll．ち

’罹

＿・．導尋尊噛噸尊尊専尊’響
　　　噸専噛噛φ辱専噛噛噸や　　マ尋尋専、．
　　　尋専噛令魯脅尊尊呼噛尊藤噛尋尊4呼噛
　　　尊尊曹尊辱砕尋尊喚噛尋尋噛尋噛“専呼

　　軸尊榊艸榊幹榊軸榊榊、1ヤ
　　尊鼎呼尊噛唖噸尋噸尋φウ尋尋噛鼎尋噸噸　・ら
　噛呼唖専藤尋鼎唾尊喚尊愈尋尊ウ専噛尋噛尋尋プ●
　尊尊唖㊨尋亜鼎呼尋ウ噛魯噂尊専や噛尊専唾尋
　尋尊鼎4・専尊噛尋尋桑“尋呼呼尊鼎鼎ウ噛尋尋
尋中尋中尋尊中尊峰尊尋噛噛尋寺噸尋尋尋中尋尋

輔鱒曽軸韓＋，△軸軸？暫曹鱒尋

艇

UR－674
5b

肇5

’一S2一

灘難蓼、義灘
し鍛一672

　　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・

讐i継灘　　黙
一”一・蟹猟し灘．鍵，　・1

義’、N1熱縣．瓢一
　　　　　　　　　軸　　　o
　　　　　　　藤縞昌灘∴

繋　 58懲獣ゆ嚇糟一
　　膿9．3、’甑灘．．、．＿
　　　　　●貧鳩∴昌繍o轍5
　　　　　欝（》。●㈱齢　＿

」謎銑

　55

・50．’

’邦．甲

欝
1鰻
　　職響雛　…
　冒　㎡四

50

・藩＝＝ま竺

鞠

12

コず’　　　　　　／辱一一’十’一1
：葺9二二r＝’

一・　　　・　　　　　　　　　　　　　　　マ3叫
聴曙葦‡＃‡‡T6kd烏uki　Yqm（】：‡‡算鑛

彫’藁㌦●

羅襲騰
　　　／輔L餓噛

．＿梅
　透o簸冬

　　　　　　　濾　　 URイ05葬　U磁ア　　　難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寮蒔　繍

終

HokezuB

　　　　o・
OゆがO

！

　　◇
モ、

名覧

き
．信、

o

箒殊霧
謬　　岬ゆ〆
㎞㎞吻鱗

μUwolimo　Block

　　　　区魍。dO

／帯巳

ひoo藩

灘欝鍔，襲…
Iw2i

盤灘

藷μ

：i冬箋’

＊　　　　RqdiolαriGn

　　　　　　　fossiI

i夕ll i職’・＊

，：5

轟
欝

40’　　　本

　　　　UF言56爆

　　MATSUMARU

0

辮嚇508。

㌔ン『・’45　50　　　端

工w1

：＊：　講

譲鍍硲　　難

鍵
．45：：

・ノ・

　　　　　　　　60
45　　　　　　　／　　　Il

Sl

　　　　　　　　　　55
際㌻　　　　＝　　二40i

麟噸醗
　　　二璽二　i鐸：

75

55

㎎
50

55一

60

F2聾　 理
　　一　　‘UF－33　　　　　癬一
　　　　　　UR－745
　　．議

　　　韓醜懇．

55．

50一 締・霊…

●　　　MegqfossiI

□QUGナemqry

魎
　　　　　　Miocene

　　　　　　　qrGnけtcrocks

Hokezu　Bolck

圃　　　　　　HHokezuF
Shi†qbG　Block

・45

レレ 乗画＼：：．．，
・55・・

：〆1

麗調S＋Shl†GbqE

K汁qnGdG　Block

騒藝K4

：Y1●、雛

Okuurq　Block

》45

…，糠綴

騒計篇
Yoshidq　Block

麟
　　　　　　Y　　　Yosh　i　d　q　E

＊

．＊UR‘7！8

ぐ5’

潔ダ1

醗灘K3

　　．：559：”

鮪誇灘
　　　FUC日1
　　　　轟灘i

4 5km

騨K2

0 1

麟K1

2 3

Iwqmo†su　B

Ki†qnqdq

　Formq†ion

ock

Shimoono　Block

翻S・Shim・・n・r

Izumigqmorl　Block

齢牽朧
藤翻ChChik醐qE

u黛累禽　　　　　漕鋤’
u段一759㍑へ

65　一＊

5。雛蓼・
　　、驚

50 60

欝

Uwqjimo　a　Hiromi　Blocks

議：書

灘Y2
匿翌Y1

Suigenchi

　Formo†ion

｝　　Yonmo†su　　　Formq†ion

羅il

騙叫

羅翻・

Ishibiki

　FormG†10n

Furushiroyqmq
　Formq†ion

Nqrukqwq
　Formo†ion

TenjinzqkGE

隆翻Cト2Chiy・urqE

50

第1図　宇和島地域の地質図（寺岡ほか，1986を簡略化，部加筆）

Geologic　map　of　the　Uwajima　area（simphβed　from　TERAoKA　eオαZ．，1986，with　some　additions）



宇和島地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･栗本史雄)

第2図宇和島地域の構造区分と柱状図作成ルｰト
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単に記述する･なお,以下では特にことわらない限り,

頁岩とは黒色頁岩をさすものとする.また,第3-6図の

柱状図に頁岩として示してある泥質岩には海底地すべり

堆積物が含まれている.これは鱗片状舜開を持つ剥離質

頁岩からなる基質中に大小様々な砂岩･頁岩及びまれに

礫岩の岩塊,場合によっては石灰岩やチャｰトの黒地性

岩体を含むものである.互層の記載に際しては,薄互層

(単層の厚さ,<20cm),中互層(20-80cm)及び厚互

層(80cm<)の用語を用い,優勢な構成岩を最初に書く.

礫岩については,gram工e･pebb1い｡obble及びboulder

に相当するものとして綱礫･中礫･大磯及び巨礫を使用

する.

3.1岩松地塊

岩松地塊は御代の川断層以南にひろがる地塊であり,

これについてはまだ予察的な調査カミなされているにすぎ

ない｡本地塊にはサントニアンの岩松層が広く分布し,

馬の淵を通るNW-SE方向の断層の西側にはセノマニ

アンの地層も露出する(第8図).ただし,ここでは岩

松層だけについて述べる.

岩松層頁岩を主とするIw1部属(500m+)とその上

位に整合に重なり砂岩の卓越するIw2部属(1000m)か

らなる(第3図).両部層は断層のため繰り返し露出し,

北ないし北西に傾斜している.Iw1部属には海底地すべ

り堆積物が挟在し,御代の川断層のすぐ南側のものには

まれにチャｰトが入っている.Iw2部属には頁岩のはざ

一419一�

宇和島地域の四万十帯白亜系層序（寺岡易司・粟本史雄）
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　　　第2図　宇和島地域の構造区分と柱状図作成ルート

Map　showing　structural　division　of　the　Uwajima　area　and　routes

along　which　stratigraphic　columnar　sections　were　made．

単に記述する．なお，以下では特にことわらない限り，

頁岩とは黒色頁岩をさすものとする．また，第3－6図の

柱状図に頁岩として示してある泥質岩には海底地すべり

堆積物が含まれている．これは鱗片状壁開を持つ剥離質

頁岩からなる基質中に大小様々な砂岩・頁岩及びまれに

礫岩の岩塊，場合によっては石灰岩やチャートの異地性

岩体を含むものである．互層の記載に際しては，薄互層

（単層の厚さ，＜20cm），中互層（20－80cm）及び厚互

層（80cm＜）の用語を用い，優勢な構成岩を最初に書く．

礫岩については，granule・pebble・cobble及びboulder

に相当するものとして細礫・中礫・大礫及び巨礫を使用

する．

　3・1岩松地塊

　岩松地塊は御代の川断層以南にひろがる地塊であり，

これについてはまだ予察的な調査がなされているにすぎ

ない．本地塊にはサントニアンの岩松層が広く分布し，

馬の淵を通るNW－SE方向の断層の西側にはセノマニ

ァンの地層も露出する（第8図）．ただし，ここでは岩

松層だけについて述べる．

　岩松層　頁岩を主とするIw1部層（500m＋）とその上

位に整合に重なり砂岩の卓越するIw2部層（1000m）か

らなる（第3図）．両部層は断層のため繰り返し露出し，

北ないし北西に傾斜している。Iw1部層には海底地すぺ

り堆積物が挟在し，御代の川断層のすぐ南側のものには

まれにチャートが入っている．Iw2部層には頁岩のはさ
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第1表宇和島地域の白亜系層序区分(寺剛まか,ユ986)

StratigraphicdivisionoftheCretaceousintheUwajimaarea(TERA0KAθまα1.,1986).
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みもかなり多く,馬の淵付近では礫質泥岩を伴う申一大

礫岩の厚層カミ見られる.

3･2北灘地塊

北灘地塊は御代の川断層を介して岩松地塊と接し,北

側の下波｡宇和島及び広見の3地塊とはそれぞれ豊浦断

層･三浦断層及び大藤断層によって画される.本地塊に

は北灘層が分布する.

北灘層泥質岩に富む地層であるが,層準によっては

砂岩も発達しており,K1-K4の4部属に区分される

(第3図).最下位のK1部属は下限不明で,層厚は700

mを超える.露出する限りでは,下部は頁岩砂岩薄互層

と中粒砂岩,上部は頁岩･頁岩砂岩薄互層及び砂岩の交

互層1からなる.K2･K4両部層は頁岩を主とし,砂岩頁

岩互層を伴っており,しばしば海底地すべり堆積物を挟

む.地すべり堆積物中には石灰岩やチャｰトの岩体カミ合

まれ,大きいものは厚さカミ20mに達する.K2部層中

にはまれなカミら酸性凝灰岩や赤色頁岩が見られる.K2

部属の層厚は少なくとも1500m,K4部属のそれは250

mある.K3部属は層厚約300mで,北灘地塊西部の海

岸部では塊状の中粒砂岩を主とし,東部では頁岩を頻繁

に挟む中一細粒砂岩からなる･

3.3下波地塊

したば

下波地塊は宇和島湾南岸の豊浦付近から西方にかけて

ひろがり,これを構成する白亜系は下波層として一括さ

れる.

下波層下波地塊の東端部に当る豊浦付近では,砂岩

を主とする地層と頁岩を主とする地層が数10m-300m

の厚さを持って交互している(第3図).一般に砂岩は

中一細粒であり,ときに粗粒砂岩･細礫岩を伴う･頁岩

層中にはごくまれに赤色頁岩が挟在する.

3.盈宇和趨地塊及び広見地塊

宇和島･広見両地塊には,四万十累層群としては例外
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　　　　　　第1表　宇和島地域の白亜系層序区分（寺岡ほか，1986）

Stratigraphic　division　of　the　Cretaceous　in　the　Uwajima　area（TERAoKAθ勘」。，1986）。
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みもかなり多く，馬の淵付近では礫質泥岩を伴う中一大

礫岩の厚層が見られる．

3・2　北灘地塊

北灘地塊は御代の川断層を介して岩松地塊と接し，北

側の下波・宇和島及び広見の3地塊とはそれぞれ豊浦断

層・三浦断層及び大藤断層によって画される．本地塊に

は北灘層が分布する．

　北灘麟　泥質岩に富む地層であるが，層準によっては

砂岩も発達しており，K1－K4の4部層に区分される

（第3図）．最下位のK1部層は下限不明で，層厚は700

mを超える．露出する限りでは，下部は頁岩砂岩薄互層

と中粒砂岩，上部は頁岩・頁岩砂岩薄互層及び砂岩の交

互層からなる．K2・：K4両部層は頁岩を主とし，砂岩頁

岩互層を伴っており，しばしば海底地すべり堆積物を挟

む，地すべり堆積物中には石灰岩やチャートの岩体が含

まれ，大きいものは厚さが20mに達する．K2部層中

にはまれながら酸性凝灰岩や赤色頁岩が見られる．K2

部層の層厚は少なくとも1500m，K4部層のそれは250

mある．K3部層は層厚約300mで，北灘地塊西部の海

岸部では塊状の中粒砂岩を主とし，東部では頁岩を頻繁

に挟む中一細粒砂岩からなる・

3．3下波地塊
　したば
　下波地塊は宇和島湾南岸の豊浦付近から西方にかけて

ひろがり，これを構成する白亜系は下波層として一括さ

れる．

　下波層　下波地塊の東端部に当る豊浦付近では，砂岩

を主とする地層と頁岩を主とする地層が数10m－300m

の厚さを持って交互している（第3図）・一般に砂岩は

中一細粒であり，ときに粗粒砂岩・細礫岩を伴う・頁岩

層中にはごくまれに赤色頁岩が挟在する．

　3・4　宇和轟地塊及び広見地塊

　宇和島・広見両地塊には，四万十累層群としては例外
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宇和畠地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･栗本史雄)
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第3図岩松地塊,北灘地塊及び下波地塊の自重系柱状図カッコ内の数字は第2図に示すルｰト番号に対応
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1･礫岩Cong1omerate,2.礫岩及び粗粒砂岩Conglomerateandcoarse-grainedsandstone,3.粗粒

砂岩Coarse-grainedsandstone,4中一細粒砂岩Medium-toine-grainedsandstone,5.砂岩頁:岩厚

一中互層Thick-tomedium-a1tematingsandstoneandsha1e,6.頁岩砂岩薄互層Thin-altemating

sha1eandsandstone,7.シルト岩Si工tstone,8.頁岩Sha1e,9一礫質泥岩Pebb1ymudstone,10.同時

侵食による頁岩角礫Sha1ebrecciaduetocontemporaneouserosion,11.赤色頁岩Redsha1e,12.石

灰岩Limestone,ユ3.チャｰトChert,14酸性凝灰岩Acidt雌,1a大型化石Megafossi1,1τ放散虫

化石Radio1arianfossi1

的に大型化石に富む上部白亜系が分布し,これらの地塊

の間には泉が森地塊が膜状にはいっている.両地塊の地

層群は多くの断層によって切られ,しばしば福山してい

るカミ,大局的にみれば宇和島地塊では東西にのびた盆状

の複向斜構造をなしており,広見地塊の場合は西部を除

くと北上位の地層配列を示す.これらの上部自亜系は第

1図や第1表に示すように区分され,千代浦層と天神坂

拡るかわお

層及び成川層と古城山層はそれぞれ断層関係で接し,小

ぐわ

倉層も周りの諸属と断層で画されている.なお,宇和島

地塊は8地区に細分され(第2図),同時代の地層でも

場所によってかなり岩相や層厚を異にする.宇和島･広

見両地塊の上部白亜系柱状図は第4,5図に示してある.

千代浦層保固区の西縁部に露出し,C1部属(250m)

とC2部属(300m)からなる.下位のC1部属は頁岩を
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序（寺岡易司・栗本吏雄）
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第3図　岩松地塊，北灘地塊及び下波地塊の白亜系柱状図　カッコ内の数字は第2図に示すルート番号に対応

Columnar　sections　of　the　Cretaceous　in　the　Iwamatsu，Kitanada　andShitaba　BIocks．Number
in　parrenthesis　correspon（is　to　that　of　routes　in　Fig。2・

1．礫岩Conglomerate，2．礫岩及び粗粒砂岩Conglomerate　and　coarse－grained　sandstone，3．粗粒

砂岩Coarse－grained　sandstone，4。中一細粒砂岩Medium－to丘ne－grained　sandstone，5．砂岩頁岩厚

一中互層Thick－to　medium－alternating　sandstone　and　shaIe，6．頁岩砂岩薄互層Thin－altemating

shale　and　sandstone，7．シルト岩Siltstone，8．頁岩Shale，9．礫質泥岩Pebbly　mudstone，10．同時

侵食による頁岩角礫Shale　breccia　due　to　contemporaneous　erosion，11．赤色頁岩Red　shale，12．石

灰岩：Limestone，13．チャートChert，14．酸性凝灰岩Acid　tuff，16．大型化石Megafossi1，17．放散虫
イヒ；石　Ra（1iolarian　fossi1

的に大型化石に富む上部白亜系が分布し，これらの地塊

の間には泉が森地塊が襖状にはいっている．両地塊の地

層群は多くの断層によって切られ，しばしば摺曲してい

るが，大局的にみれば宇和島地塊では東西にのびた盆状

の複向斜構造をなしており，広見地塊の場合は西部を除

くと北上位の地層配列を示す．これらの上部白亜系は第

1図や第1表に示すように区分され，千代浦層と天神坂

　　　なるかわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

層及び成川層と古城山層はそれぞれ断層関係で接し，小
ぐわ

倉層も周りの諸層と断層で画されている．なお，宇和島

地塊は8地区に細分され（第2図），同時代の地層でも

場所によってかなり岩相や層厚を異にする．宇和島・広

見両地塊の上部白亜系柱状図は第4，5図に示してある．

　干代浦麟　保田区の西縁部に露出し，C1部層（250m）

とC2部層（300m）からなる．下位のC1部層は頁岩を
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主とし,頁岩砂岩薄一厚互層や砂岩を伴う.一方,上位

のC2部属は砂岩･頁岩砂岩薄互層からなる砂岩がちの

地層で,酸性凝灰岩を1層挟む.

小倉層広見地塊に模式的に分布し,字和島地塊では

久米地･五郎丸両区に露出する.本属は砂岩に富む01､

部属(1500m+),シルト岩を主とする02部属(1500

m+)及び頁岩からなる03部属(400m)に区分される.

小倉付近の01部属では,中程の層準にシルト岩があり,

それより下位では砂岩を主とし,上位では頁岩層と砂岩

層が100-150mの厚さをもって交互する.久米地区の

01部属は広見地塊のものに比べ砂岩が多く,ときに細

礫岩を伴う.02部属はシルト岩の発達で特徴づけられ

るカミ,基底部をはじめ幾つもの層準に頁岩を挟んでいる.

シルト岩は大型化石に富む.03部属の頁岩には整然と

した層理を持つもののほか,海底地すべりの産物である

剥離質頁岩も多い.

天神坂層千代浦･成川両層と共に保田区の白亜系を

構成し,主として頁岩からなる.豊浦東方の海岸部では

砂岩･シルト岩を挟む.砂岩層は北西に向かって厚くな

り,それに伴って本属全体の層厚は250mから400m

まで変化する.保田区東部の場合は,本層中の数層準に

礫岩･砂岩からなる厚さ3-15mの粗粒砕屑岩層がある.

成川層粗一中粒砂岩を主とするN1部属(1200m)

と頁岩･砂岩からなるN2部属(1100m)に分けられる.

N1部属にはしばしば中一綱礫岩が挟在する.礫岩は層

序的には下位,地域的には北西ほどよく発達し,大小様

々な頁岩の同時侵食礫を含んでいる.大型化石は頁岩や

シルト岩のはさみから産する.N2部属の頁岩と砂岩は

いろんな厚さをもって交互し,全体としては頁岩がちで

ある.大局的にみると,本部層の下部では砂岩･頁岩砂

岩薄⊥申互層及び頁岩が2-10mの厚さをもって繰り返

している場合が多いのに対し,上部になると互層が減少.

して頁岩が厚くなり,砂岩は1-4mの厚さを示すのが普

通である.砂岩の大部分は中一細粒である.

古城山層槙の山･古城山｡祝森及び松野の諾区にわ

たって分布し,砂岩が主体をなすF1部属と泥質岩の卓

越するF2部属からなる.F1部属は層厚600m以上で,

厚層理一塊状の中粒砂岩を主とし,粗粒砂岩やごく少量

の紬一中礫岩を伴い,層準によってはかなり厚い頁岩を

挟む.古城山区では頁岩層中にまれながら厚さ1m程度

の赤色頁岩が見られる.

F2部属は宇和島地域における白亜系のなかで最も大

型化石に富む地層であり,岩相や層厚の側方変化が著し

い.本部層が模式的に発達する古城山区ではほ一どんど大

部分が頁岩｡シノレト岩からなり,最大層厚は少なくとも

2500mに達する.宇和島地塊東部の松野区では頁岩砂

岩互層や砂岩のはさみが多くなり,層厚が増大する.一

方,同地塊の北西部を占める槙の山区の場合は,泥質岩

のほか粗粒砂岩･紙一中礫岩もよく発達し,粗粒砕屑岩

中には頁岩の同時侵食礫が多い､

眉引層古城山層とともに宇和島地塊に広く分布し,

広見地塊にも露出する.本属も岩相･層厚の変化が著し

いが,砂岩を主とするI1部属と頁岩の卓越するI2部属

とに区分される.I1部属は祝森区西端部に模式的に分布

し,そこでは層厚850mで,主として厚層理一塊状の中

一粗粒砂岩からなり,頁岩｡頁岩砂岩互層を挟む.松野

区では中一大礫岩(25m)をもってはじまり,主部の粗

.一中粒砂岩中にもときおり礫岩を挟んでおり,部属全体

の層厚は400m内外である.広見地塊の場合は松野区の

ものとよく似た岩相を示す.古城山｡槙の山両区のI1

部属は松野区のものとほぼ同程度の層厚をもつが,後者

より粗粒砂岩｡礫岩が多く,北西に向かって堆積物カミ粗

粒化する.

古城山区のI2部属は層厚1100mで,下部は頁岩･

シノレト岩を主とし,砂岩ときに礫岩をもってはじ｡まる上

部の主体は頁岩砂岩厚一薄互層｡砂岩及び頁岩の交互層

からなる.このような岩相層序は槙の山.｡祝森両区でも

認められる.ただし,祝森区の場合は層厚が700m内外

で,古城山区のものに比べ頁岩･頁岩砂岩薄互層の比率

が高い.祝森区のなかでは酉から東にいくにつれ堆積物

カミ細粒化し,松野区にはいると本部層の大部分が頁岩で

占められ,若干層厚が増大する.広見地塊のI2部属も

頁岩相で示され,その中には祝森｡松野両区の場合同様

に酸性凝灰岩が挟在する1

寄松属槙の山｡古城山｡祝森及び松野の諸区にわた

って分布し,小範囲なカミら広見地塊にも露出しており,

Y1･Y2の2部属からなる.下位のY1部属は砂岩の発

達で特徴づけられ､岩相や層厚の側方変化が著しい.古

城山区の本部層は厚層理一塊状の粗一中粒砂岩からなり

少量の頁岩･礫岩を挟み,約500mの層厚をもつ.祝森

区にはいると砂岩は中一綱粒になり､東方に向かって堆

積物が細粒化するとともに層厚が増大する.本区では少

なくとも2層準に酸性凝灰岩が挟在する.松野区や広見

地塊のY1部属は祝森区のものとよく似た岩相を示すが,

層厚は格段に薄く,200m程度である.Yユ部属の堆積

物は古城山･石引両層の場合と同様に槙の山区で最も粗

く,そこでは中｡下部が礫岩｡粗粒砂岩,上部が粗一中

粒砂岩からなり,全体の層厚は440mを超える.なお,

下部には厚さ5-15mの頁岩が3層挟在し,鍵層として

よく追跡される.礫岩は紙一中礫,ときに大磯を含み,
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主とし，頁岩砂岩薄一厚互層や砂岩を伴う．一方，上位

のC2部層は砂岩・頁岩砂岩薄互層からなる砂岩がちの

地層で，酸性凝灰岩を1層挟む．

　小倉麟　広見地塊に模式的に分布し，宇和島地塊では

久米地・五郎丸両区に露出する．本層は砂岩に富む01、

部層（1500m＋），シルト岩を主とする02部層（1500

m＋）及び頁岩からなる03部層（400m〉に区分される．

小倉付近のOl部層では，中程の層準にシルト岩があり，

それより下位では砂岩を主とし，上位では頁岩層と砂岩

層が100－150mの厚さをもって交互する．久米地区の

01部層は広見地塊のものに比べ砂岩が多く，ときに細

礫岩を伴う．02部層はシルト岩の発達で特徴づけられ

るが，基底部をはじめ幾つもの層準に頁岩を挟んでいる．

シルト岩は大型化石に富む．03部層の頁岩には整然と

した層理を持つもののほか，海底地すべりの産物である

剥離質頁岩も多い．

　天神坂層　千代浦・成川両層と共に保田区の白亜系を

構成し，主として頁岩からなる．豊浦東方の海岸部では

砂岩・シルト岩を挟む．砂岩層は北西に向かって厚くな

り，それに伴って本層全体の層厚は250mから400m

まで変化する．保田区東部の場合は，本層中の数層準に

礫岩・砂岩からなる厚さ3－15mの粗粒砕屑岩層がある．

　成川層　粗一中粒砂岩を主とするN1部層（1200m〉

と頁岩・砂岩からなるN2部層（1100m）に分けられる．

N1部層にはしばしば中一細礫岩が挟在する．礫岩は層

序的には下位，地域的には北西ほどよく発達し，大小様

々な頁岩の同時侵食礫を含んでいる．大型化石は頁岩や

シルト岩のはさみから産する．N2部層の頁岩と砂岩は

いろんな厚さをもって交互し，全体としては頁岩がちで

ある．大局的にみると，本部層の下部では砂岩・頁岩砂

岩薄二中互層及び頁岩が2－10mの厚さをもって繰り返

している場合が多いのに対し，上部になると互層が減少、

して頁岩が厚くなり，砂岩は1－4mの厚さを示すのが普

通である．砂岩の大部分は中一細粒である．

　古城山層　槙の山・古城山・祝森及び松野の諸区にわ

たって分布し，砂岩が主体をなすF1部層と泥質岩の卓

越するF2部層からなる．F1部層は層厚600m以上で，

厚層理一塊状の中粒砂岩を主とし，粗粒砂岩やごく少量

の細一中礫岩を伴い，層準によってはかなり厚い頁岩を

挟む．古城山区では頁岩層中にまれながら厚さ1m程度

の赤色頁岩が見られる．

　F2部層は宇和島地域における白亜系のなかで最も大

型化石に富む地層であり，岩相や層厚の側方変化が著し

い．本部層が模式的に発達する古城山区ではぽとんど大

部分が頁岩・シルト岩からなり，最大層厚は少なくとも

2500mに達する．宇和島地塊東部の松野区では頁岩砂

岩互層や砂岩のはさみが多くなり，層厚が増大する・一

方，同地塊の北西部を占める槙の山区の場合は，泥質岩

のほか粗粒砂岩・細一中礫岩もよく発達し，粗粒砕屑岩

中には頁岩の同時侵食礫が多い．

　石引層　古城山層とともに宇和島地塊に広く分布し，

広見地塊にも露出する．本層も岩相・層厚の変化が著し

いが，砂岩を主とする11部層と頁岩の卓越する12部層

とに区分される．11部層は祝森区西端部に模式的に分布

し，そこでは層厚850mで，主とし・て厚層理一塊状の中

一粗粒砂岩からなり，頁岩・頁岩砂岩互層を挟む。松野

区では中一大礫岩（25m）をもってはじまり，主部の粗

、一中粒砂岩中にもときおり礫岩を挟んでおり，部層全体

の層厚は400m内外である．広見地塊の場合は松野区の

ものとよく似た岩相を示す．古城山・槙の山両区の11

部層は松野区のものとほぼ同程度の層厚をもつが，後者

より粗粒砂岩・礫岩が多く，北西に向かって堆積物が粗

粒化する．

　古城山区の12部層は層厚1100mで，下部は頁岩・

シルト岩を主とし，砂岩ときに礫岩をもってはじまる上

部の主体は頁岩砂岩厚一薄互層・砂岩及び頁岩の交互層

からなる。このような岩相層序は槙の山，・祝森両区でも

認められる，ただし，祝森区の場合は層厚が700m内外

で，古城山区のものに比べ頁岩・頁岩砂岩薄互層の比率

が高い．祝森区のなかでは西から東にいくにつれ堆積物

が細粒化し，松野区にはいると本部層の大部分が頁岩で

占められ，若干層厚が増大する．広見地塊の12部層も

頁岩相で示され，その中には祝森・松野両区の場合同様

に酸性凝灰岩が挟在する．

　寄松層　槙の山・古城山・祝森及び松野の諸区にわた

って分布し，小範囲ながら広見地塊にも露出しており，

Y1・Y2の2部層からなる．下位のY1部層は砂岩の発

達で特徴づけられ，岩相や層厚の側方変化が著しい．古

城山区の本部層は厚層理一塊状の粗一中粒砂岩からなり

少量の頁岩・礫岩を挟み，約500mの層厚をもつ。祝森

区にはいると砂岩は中一細粒になり，東方に向かって堆

積物が細粒化するとともに層厚が増大する．本区では少

なくとも2層準に酸性凝灰岩が挟在する。松野区や広見

地塊のY1部層は祝森区のものとよく似た岩相を示すが，

層厚は格段に薄く，200m程度である．Y1部層の堆積

物は古城山・石引両層の場合と同様に槙の山区で最も粗

く，そこでは中・下部が礫岩・粗粒砂岩，上部が粗一中

粒砂岩からなり，全体の層厚は440mを超える．なお，

下部には厚さ5－15mの頁岩が3層挟在し，鍵層として

よく追跡される．礫岩は細一中礫，ときに大礫を含み，
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第5図石引層,寄松層及び水源油層の柱状図凡例は第3図と同じ
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･栗本史雄)

面ほど発達がよい.

Y2部属は頁岩を主とする地層であり,頁岩砂岩薄互

層,砂岩及び2,3層の酸性凝灰岩を挟む.古城山区の頁

岩中にはしばしば石灰質団塊が入っている.松野区と広

見地塊では互層や砂岩のはさみカミごくまれであり,少量

ながら局部的に海底地すべり堆積物が見られる.本部層

の層厚は古城山区で600m以上,祝森区西端部で400m,

同区東端部で180m,松野区では300m内外である.

水源地層宇穐島地域における四万十帯白亜系の最上

部を占める地層で,祝森｡毛山･松野の3区に分布カミ限

られ,2部属からなる.下位のS1部属(1000m+)はシ

ルト岩を主とし,基底部をはじ｡め幾つかの層準に細粒砂

岩｡シノレト質頁岩を挟む.祝森区では酸性凝灰岩が1層

見られる.一方S2部属は,下位から上位へ,頁岩砂岩

互層(500m),砂岩層(150m),頁岩砂岩互層(300m),

砂岩層(200m),頁岩砂岩互層(350m+),砂岩層(150

m)及び頁岩砂岩互層(150m)という層序を示す.互層

は頁岩とごく細粒の砂岩がユOcm以下,多くの場合1-4

Cmの厚さをもってリズミカルに交互する頁岩がち薄互

層である一砂岩層はよく成層した細粒砂岩を主とし､上

記のような薄互層を伴っており,ごくまれに中一粗粒砂

岩｡細礫岩を挟む.

3･5泉が森地塊

ちなが

奈良｡釦永両断層に囲まれたレンズ状の本地塊には,

ちかながみつまん

下部白亜系の平井層と近永層及び上部白亜系の光満層が

分布する(第6図).これらの諾層はそれぞれ断層関係

にあり,全体として東西にのびた複向斜構造をなしてい

る.

平井層泉が森地塊の東部を占め,北西傾斜を示し､

一部は逆転している･本属はHr1部属(800m)とHr2

部属(400m)に区分される.下位のHr1部属は一般に

よく成層した頁岩からなり,数層準に厚さ1-5mの中一

細粒砂岩を挟む.一方,上位のHr2部属は級化層理の

よく発達した砂岩がち砂岩頁岩互層からなる.互層を構

成する単層の厚さは20cm一致10cmである.

近永魔近永南方の奈良断層に沿って幅狭く露出し,

WNW-ESE方向の軸をもって福山している.露出する

限りでは,よく成層した頁岩を主とし,ときに頁岩砂岩

薄互層や砂岩を挟んでおり,約300mの層厚を持つ.頁

岩にはシルト質のものもかなりある.

光満層泉が森地塊の主体をなし,舟底型の複向斜構

造を示す.断層による地塊化か著しいが,砂岩からな

るM1部属(250m+)と頁岩の卓越するM2部属(2000

m+)に区分される.M1部属は泉カミ森地塊の北西縁部

に分布が限られ,その砂岩は大蒜分が中粒で,厚層理を

示す一M2部属の中･下部は頁岩を主とし,シルト岩･

砂岩まれに礫岩を挟み,上部になると砂岩や礫岩が多く

なる.本部層における砂岩･礫岩の発達は東ほど著しい

傾向カミあり,礫岩には中一大磯カミ合まれ,礫質泥岩も見

られる｡頁岩は概してよく成層しているが,泉が森地塊

の西部から北縁部にかけてのM2部層中にはときおり海

底地すべり堆積物が挟在し,それにはまれに石灰岩体カミ

合まれる.

3.6下大野地塊

広見｡吉田両地塊にはさまれた膜状の地塊で,そこに

しもお増の

分布する白亜系は下大野層として一括される.地層は北

に傾斜し,地塊南縁部のものは逆転している.

下大野層頁岩を主とし,頁岩砂岩薄互層を伴ってお

り,数層準に厚さ数m-20mの砂岩層を挟む(第6図).

層厚は少なくとも1000mある.本属の下部には海底地

すべり堆積物が多い.砂岩層は中粒砂岩を主とし,部分

的には粗粒砂岩や中一綱礫岩を含んでおり,鍵層として

よく追跡される.

3.7吉田地塊

吉田付近から宮野下北東にかけてひろカミる地塊であり

そこには赤色頁岩の発達で特徴づけられる吉田層とそれ

みま

に整合に重なる三間層が分布する(第6図).地層は多

くの場合北に傾斜し,吉田付近では断層のため吉田･三

間両層が繰り返し露出する.

吉田層頁岩を主とし,赤色頁岩を頻繁に挟み,少量

の中一細粒砂岩を伴っている.層厚は800mを超える.

この地層にはしばしば海底地すべり堆積物が含まれる.

赤色頁岩は｡mオｰダｰの薄層から数10mをこえる厚

層のものまで厚さが様々であり,層序的には本属の中部

に最も多い.これらはよく成層した頁岩中に整合的に挟

在する場合が多いカミ,ときに不規則な形の岩塊として海

底地すべり堆積物中に含まれる.

三間層砂岩からなるMa1部属(500m+),頁岩を

主とするMa2部属(1200m)及び砂岩･頁岩からなる

Ma3部属(1200m)に区分される.Ma1部属の砂岩は

大部分が中粒で厚層理を示し,ときおり頁岩やごくまれ

に赤色頁岩を挟む.Ma2にはしばしば砂岩が挟在し,本

部層の下部では少量ながらシルト岩｡赤色頁岩が見られ

る.Ma3部属では砂岩の卓越する地層と頁岩を主とす

る地層カミ150-400mの厚さをもって繰り返しており,最

下部の砂岩には局部的に中一大礫岩が随伴する.三間層

の泥質岩は概してよく成層し,海底地すべり堆積物とみ

なされるものはMa2部層上部やMa3部属に少量含ま

れているにすぎない.
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序（寺岡易司・栗本史雄）

西ほど発達がよい．

　Y2部層は頁岩を主とする地層であり，頁岩砂岩薄互

層，砂岩及び2，3層の酸性凝灰岩を挟む。古城山区の頁

岩中にはしばしば石灰質団塊が入っている．松野区と広

見地塊では互層や砂岩のはさみがごくまれであり，少量

ながら局部的に海底地すべり堆積物が見られる．本部層

の層厚は古城山区で600m以上，祝森区西端部で400m，

同区東端部で180m，松野区では300m内外である．

　水源池麟　宇和島地域における四万十帯白亜系の最上

部を占める地層で，祝森・毛山・松野の3区に分布が限

られ，2部層からなる．下位のSl部層（1000m＋）はシ

ルト岩を主とし，基底部をはじめ幾つかの層準に細粒砂

岩・シルト質頁岩を挟む．祝森区では酸性凝灰岩が1層

見られる．一方S2部層は，下位から上位へ，頁岩砂岩

互層（500m），砂岩層（150m），頁岩砂岩互層（300m），

砂岩層（200m），頁岩砂岩互層（350m＋），砂岩層（150

m）及び頁岩砂岩互層（150m）という層序を示す。互層

は頁岩とごく細粒の砂岩が10cm以下，多くの場合1－4

cmの厚さをもってリズミカルに交互する頁岩がち薄互

層である．砂岩層はよく成層した細粒砂岩を主とし，上

記のような薄互層を伴っており，ごくまれに中一粗粒砂

岩・細礫岩を挟む．

　3．5泉が森地塊
　　　ちなが　奈良・知永両断層に囲まれたレンズ状の本地塊には，
　　　　　　　　ちかなが　　　　　　　　　　　　　　　みつまん
下部白亜系の平井層と近永層及び上部白亜系の光満層が

分布する（第6図）．これらの諸層はそれぞれ断層関係

にあり，全体として東西にのびた複向斜構造をなしてい

る．

　平井麟　泉が森地塊の東部を占め，北西傾斜を示し，

一部は逆転している．本層はHr1部層（800m）とHr2

部層（400m）に区分される．下位のHr1部層は一般に

よく成層した頁岩からなり，数層準に厚さ1－5mの中一

細粒砂岩を挟む．一方，上位のHr2部層は級化層理の

よく発達した砂岩がち砂岩頁岩互層からなる．互層を構

成する単層の厚さは20cm一数10cmである．

　近永屡　近永南方の奈良断層に沿って幅挟く露出し，

WNW－ESE方向の軸をもって摺曲している．露出する

限りでは，よく成層した頁岩を主とし，ときに頁岩砂岩

薄互層や砂岩を挟んでおり，約300mの層厚を持っ。頁

岩にはシルト質のものもかなりある・

　光満瞬　泉が森地塊の主体をなし，舟底型の複向斜構

造を示す．断層による地塊化が著しいが，砂岩からな

るM1部層（250m＋）と頁岩の卓越するM2部層（2000

m＋）に区分される．M1部層は泉が森地塊の北西縁部

に分布が限られ，その砂岩は大部分が中粒で，厚層理を

示す．M2部層の中・下部は頁岩を主とし，シルト岩・

砂岩まれに礫岩を挟み，上部になると砂岩や礫岩が多く

なる．本部層における砂岩・礫岩の発達は東ほど著しい

傾向があり，礫岩には中一大礫が含まれ，礫質泥岩も見

られる．頁岩は概してよく成層しているが，泉が森地塊

の西部から北縁部にかけてのM2部層中にはときおり海

底地すべり堆積物が挟在し，それにはまれに石灰岩体が

含まれる。

　3．6下大野地塊

　広見・吉田両地塊にはさまれた懊状の地塊で，そこに
　　　　　　しもおおの分布する白亜系は下大野層として一括される。地層は北

に傾斜し，地塊南縁部のものは逆転している。

　下大野層　頁岩を主とし，頁岩砂岩薄互層を伴ってお

り，i数層準に厚さ数m－20mの砂岩層を挟む（第6図）・

層厚は少なくとも1000mある．本層の下部には海底地

すべり堆積物が多い．砂岩層は中粒砂岩を主とし，部分

的には粗粒砂岩や中一細礫岩を含んでおり，鍵層として

よく追跡される．

　3．7吉田地塊

　吉田付近から宮野下北東にかけてひろがる地塊であり

そこには赤色頁岩の発達で特徴づけられる吉田層とそれ
　　　　　　み　まに整合に重なる三間層が分布する（第6図）．地層は多

くの揚合北に傾斜し，吉田付近では断層のため吉田・三

間両層が繰り返し露出する．

　吉田層　頁岩を主とし，赤色頁岩を頻繁に挟み，少量

の中一細粒砂岩を伴っている．層厚は800mを超える。

この地層にはしばしば海底地すべり堆積物が含まれる。

赤色頁岩はcmオーダーの薄層から数10mをこえる厚

層のものまで厚さが様々であり，層序的には本層の中部

に最も多い．これらはよく成層した頁岩中に整合的に挟

在する場合が多いが，ときに不規則な形の岩塊として海

底地すべり堆積物中に含まれる．

　三間層　砂岩からなるMa1部層（500m＋），頁岩を

主とするMa2部層（1200m）及び砂岩・頁岩からなる

Ma3部層（1200m）に区分される。Ma1部層の砂岩は

大部分が中粒で厚層理を示し，ときおり頁岩やごくまれ

に赤色頁岩を挟む．Ma2にはしばしば砂岩が挟在し，本

部層の下部では少量ながらシルト岩・赤色頁岩が見られ

る．Ma3部層では砂岩の卓越する地層と頁岩を主とす

る地層が150－400mの厚さをもって繰り返しており，最

下部の砂岩には局部的に中一大礫岩が随伴する．三間層

の泥質岩は概してよく成層し，海底地すべり堆積物とみ

なされるものはMa2部層上部やMa3部層に少量含ま

れているにすぎない．
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第6図　泉が森地塊，下大野地塊，吉田地塊，奥浦地塊及び法花津地塊の白亜系柱状図　凡例は第3図と同じ

　　Columnar　sections　of　the　Cretaceous　in　the　Izumigamori，Shimoono，Yoshida，Okuura　and
　　Eokezu　Blocks．Legend　is　the　same　as　in　Fig．3．



宇和島地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･栗本史雄)

3.8奥浦地塊

ほけず

吉固｡法花津両地塊にはさまれた襖状の本地塊には奥

浦層が分布し,大部分の地層が北に傾斜している.

奥浦層Ok1部属(500m)とOk2部属(1200m)か

らなり,これらは断層関係にある(第6図).Ok1部属

は頁岩を主とし,奥浦地塊の南縁部に露出する.本部層

の下部には海底地すべり堆積物カミ多く,その中には切れ

ぎれになった砂岩のほか,ときに紙一中礫岩の岩塊が含

まれている.Ok2部属の下部と上部では頁岩砂岩薄互層

中部では頁岩カミ卓越し,多くの層準に厚さ数m内外の

砂岩が挟在する.

3.9法花津地塊

宇和島地域四万十帯の地塊群のなかで最も北に位置す

る地塊であり,法花津湾からその東方にかけてひろがる.

この地塊の白亜系は法花津層として一括され,ごく一部

を除くと北に傾斜する.

法花津層砂岩に富み,見掛けの層厚は2200m内外

に達する(第6図).層準によっては頁岩も発達するが,

主体は厚さ1一致mの中一細粒砂岩と2m以下の砂岩

頁岩薄互層の交互層からなる.頁岩にはごくまれに赤色

頁岩が挟在する.本属の砂岩には割目が多く,白色のロ

ｰモンタイトｰ方解石一石英網状脈が特徴的にはいって

い.る.

4.生層序

宇和島地域の白亜系,特に宇和島｡広見両地塊のもの

は四万十累層鮮としては例外的に大型化石に富み,アン

モナイト･二枚貝｡巻貝｡魚･イカ｡エビ･ウニ･ヒト

デ｡サンゴ｡海ユリなど多種多様の動物化石や植物化石

を産する.微化石としては,放散虫化石が各地塊の様々

な岩相の地層から産出し,しばしば大型化石と共産する･

また,ときに有孔虫化石も見いだされる･以下では,ま

ずはじめに大型化石に基づき各層の時代を考察し,その

後で放散虫化石について論述する.

4.1大型化塙

これまで宇和島地域の白亜系からは,時代決定に有効

な多くのアンモナイト｡イノセラムスなどの大型化石が

報告されており(YEHARA,ユ924;MATsUM0T0.1954;

中野,ユ964;NAKAIandHADA,ユ966;棚部,ユ972;寺

岡りト畠,1975;TANABE,1977;松本,1978;寺岡ほか,

1980;YANA1.1980;柳井,1981;緒方ほか,1983;寺岡

ほか,1986),それらの層序的分布を表示すると第2表

のようになる.なお,大型化石の詳しい産出地点･層準

は寺岡ほか(1986)に示されている.

本地域の四万十帯における最古の含大型化石層は泉カミ

森地塊の平井層であり,同地塊の近永層がこれに次ぐ･

平井層Hr2部属から産する万α7〃閉伽5(?)sp.は,

関東山地秩父帯の石室肩差万.(B鮒θ刎伽s)aff.s肋f-

foSτo刎α(UHLIG)に類似し,バレミァン後期を示す(緒

方ほか,1983).一方,近永層はCMo伽舳s(C伽10〃一

鮒αs)舳〃伽〃,0.(C.)aff｡〃刎伽洲,C.(C.)aff.μ外

棚舳などアプチアン前期のアンモナイトを含む.下大

野地塊の下大野層からは〃αg伽伽6舳s5αoツαカミ採取

されている.本種は生存期間がアルビァン中頃からセノ

マニアンにわたる.

小倉層は広見･宇和島両地塊にわたって分布し,01.

02及び03の3部属からなる.O1部属の中程の層準か

ら〃0627α㈱s(∫勿｡c〃α榊s)cf.〃Mを産する.この種

の生存期間はセノマニアン中一後期である.一方,

02部属からは∫.肋〃畑伽㈱,1.(τ.)ゐ｡脇s2犯坤,1.

(吻肋肋s)cf､伽〃τ㈱,1.(P1物6舳榊8)cf.加肋1{一

0物0肋s,03部属から∫.(∫.)伽肋肋sゐ,1.(〃.)伽2肋s

が採取されており,これらのイノセラムスはチュｰロ

ニアン中｡後期を示す.02部属では沢｡刎伽{6θ7αscf.

∂ω2〃｡〃2,0官｡scαψ〃〃8(0オ08cα力〃〃8)φ吻76〃刎s,0.

(的力｡s6妙肋θs)〃〃犯{,S伽γ加〃06〃〃8cf.幼肋〃,

S泌〃{o勿｡〃｡がscf､刎〃7舳｡τoξなどチュｰロニアンを指

示するアンモナイトも産出する.したカミって,01部属

はセノマニアン,02･03両部層はチュｰロニアンにそ

れぞれ対比される.

宇和島･広見両地塊にはコニアシアンｰサントニアン

の地層群が広く分布し,チュｰロニアン以前のものとは

断層関係にある.コニアシアンに特徴的な肋鮒α㈱S

(∫舳27伽〃S)刎α伽舳{8を産する最下位の地層は天神

坂層であり,これの上位に引き続く成川層では本種

がルαgα〃ツ6舳8肋α肋刎,〃｡c舳榊scf.刎伽舳お,

1)吻刎｡ぬα肋刎伽〃と共産する.天神坂層と断層関係

で接する千代浦層から,かって中野(1964)はル｡助ツ1･

106舳scf.8伽舳｡s榊,ルαg伽伽σ刎s1伽肋刎,

Gω伽｡舳5cf.吻"〃肋刎の産出を報告し,この地層

もコニアシアンに対比した.しかし,千代浦層に含ま

れる保存のよい多くの放散虫化石は,後述のように

∬oloC肋肋α肋洲σ伽{群集に属するものであり,本属

の時代はセノマニアンであると考えられる.

成川層と古城山層は断層関係にあり,後者の上位には

石引層,寄松層及び水源油層が順次整合に重なる.

古城山層のF2部属及び石引層のI2部層下部では

1.(1､)〃〃αj伽㈱みが多産し,1.物肋｡㈱ゐ,1)吻刎｡眺

α肋刎伽〃を伴っている.I2部属の上部になると1.

(S〃2形06舳刎〃S)椛α舳α〃刎{が出始めるが,そこでも1.
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　3．8　奥浦地塊
　　　ほ　け　ず
　吉国・法花津両地塊にはさまれた襖状の本地塊には奥

浦層が分布し，大部分の地層が北に傾斜している．

　奥浦層　Ok1部層（500m）とOk2部層（1200m）か

らなり，これらは断層関係にある（第6図）．Ok1部層

は頁岩を主とし，奥浦地塊の南縁部に露出する。本部層

の下部には海底地すべり堆積物が多く，その中には切れ

ぎれになった砂岩のほか，ときに細一中礫岩の岩塊が含

まれている．Ok2部層の下部と上部では頁岩砂岩薄互層

中部では頁岩が卓越し，多くの層準に厚さ数m内外の

砂岩が挟在する．

　3．9　法花津地塊

　宇和島地域四万十帯の地塊群のなかで最も北に位置す

る地塊であり，法花津湾からその東方にかけてひろがる。

この地塊の白亜系は法花津層として一括され，ごく一部

を除くと北に傾斜する．

　法花津層　砂岩に富み，見掛けの層厚は2200m内外

に達する（第6図）．層準によっては頁岩も発達するが，

主体は厚さ1一数mの中一細粒砂岩と2m以下の砂岩

頁岩薄互層の交互層からなる．頁岩にはごくまれに赤色

頁岩が挟在する．本層の砂岩には割目が多く，白色のロ

ーモンタイトー方解石一石英網状脈が特徴的にはいって

い．る．

4。生屡　序

　宇和島地域の白亜系，特に宇和島・広見両地塊のもの

は四万十累層群としては例外的に大型化石に富み，アン

モナイト・二枚貝・巻貝・魚・イカ・エビ・ウニ・ヒト

デ・サンゴ・海ユリなど多種多様の動物化石や植物化石

を産する．微化石としては，放散虫化石が各地塊の様々

な岩相の地層から産出し，しばしば大型化石と共産する．

また，ときに有孔虫化石も見いだされる・以下では，ま

ずはじめに大型化石に基づき各層の時代を考察し，その

後で放散虫化石について論述する．

　4．1　大型化石

　これまで宇和島地域の白亜系からは，時代決定に有効

な多くのアンモナイト・イノセラムスなどの大型化石が

報告されており（YEHARA，1924；MATsuMoTo，1954；

中野，1964；NAKAIand　HADA，19663棚部，1972；寺

岡・小畠，1975；TANABE，1977；松本，1978；寺岡ほか，

19801YANAI，1980；柳井，1981；緒方ほか，1983；寺岡

ほか，1986），それらの層序的分布を表示すると第2表

のようになる．なお，大型化石の詳しい産出地点・層準

は寺岡ほか（1986）に示されている。

　本地域の四万十帯における最古の含大型化石層は泉が

森地塊の平井層であり，同地塊の近永層がこれに次ぐ．

平井層Hr2部層から産するβαγ7θ痂云95（P）sp。は，

関東山地秩父帯の石堂層産β．（βα77卿漉s）aff，s舵」一

ずOSオ0〃Zα（UHLIG）に類似し，バレミァン後期を示す（緒

方ほか，1983）．一方，近永層はChθJo痂6θプαs（CんθJo痂一

6θプαs）5h翻翻，C．（C．）aff．吻痂z％s，C，（C。）affψ顔一

鰯耀などアプチアン前期のアンモナイトを含む．下大

野地塊の下大野層からはみ％g側47ッ0θ7αS　Sα0鋼力§採取

されている．本種は生存期間がアルビァン中頃からセノ

マニァンにわたる．

　小倉層は広見・宇和島両地塊にわたって分布し，01・

02及び03の3部層からなる．01部層の中程の層準か

ら1％06g廻駕勿5（1銘06θ7伽％s）cf．y伽∫を産する．この種

の生存期問はセノマニァン中一後期である．一方，

02部層からは1」飾％観吻魏s，1．（1．）再o観sθ蔵s，1．

（M頭10漉S）cf．耽θプ伽ε，1．（P伽ツ0θ7α耀S）cfψo面」’一

〇％oづ4θs，03部層から1．（1。）オθs碗o㈱5∫s，1．（M．）伽oθ7如s

が採取されており，これらのイノセラムスはチユーロ

ニァン中・後期を示す．02部層では1～o吻伽Joθ7α3cf．

伽θ吻痂，αos6妙瀦gs（0♂030ゆん漉s）鋼gγ6吻s，0．

（11卿s吻履θs）ρθ77∫痂，S吻7加ooy吻scf．吻伽∫，

S％妙1言0％0ずプ砂∫scf．卿％プσ別0∫0∫などチューロニアンを指

示するアンモナイトも産出する．したがって，01部層

はセノマニアン，02・03両部層はチユーロニアンにそ

れぞれ対比される．

　宇和島・広見両地塊にはコニアシアンーサントニアン

の地層群が広く分布し，チューロニアン以前のものとは

断層関係にある．コニアシアンに特徴的な肋ooθプ伽欝

（肋ooo7微％s）π醐ゴ伽θ俗∫sを産する最下位の地層は天神

坂層であり，これの上位に引き続く成川層では本種

がハ％α9α嘱プッ‘θ7αsJ∫〃観〃規，∫％06θ7伽銘3cf．〃2∫hoθ％ε」5，

D幼1no齢σ肋耀醜∫と共産する．天神坂層と断層関係

で接する千代浦層から，かって中野（1964）はノ〉θo助ッ」一

Jo6θ郷cf．s吻嬬05吻z，！1銘α9側吻o卿s　J翻α」擁，

G側吻oθプ硲cf．f餌観加餌〃zの産出を報告し，この地層

もコニアシアンに対比した．しかし，千代浦層に含ま

れる保存のよい多くの放散虫化石は，後述のように

∬o耽ηか0昭π吻励億わ漉群集に属するものであり，本層

の時代はセノマニァンであると考えられる．

　成川層と古城山層は断層関係にあり，後者の上位には

石引層，寄松層及び水源池層が順次整合に重なる．

古城山層のF2部層及び石引層の12部層下部では
1．（1．）％翻」伽θ槻sが多産し，1．吻hoθ％s∫s，ヱ）幼〃20漉

破α灘オ鋤を伴っている．12部層の上部になると1．

（sρ舵卿60プα耀s）π側吻α％痂が出始めるが，そこでも1．
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第2表宇和島地域の白亜系産主要大型化石

Se1ected㎜egafossi1sfromtheCretaceous三ntheUwajimaarea.

時代Age�自�…≡1�畠�自�����������������

�巴�.竈α�;一�昌���自o��������������

�畠���oO���皇������Coniacian������Santonian��

�国�く�く���←���������������

層序区分���������������』������

StratigraPhic�興�哩』�睦』�興』��座』��興』��興』�哩』�興』���興婁�哩�』.�腿』�哩』��

divis{on�』�市bO�○臨倶o�������目市�耐��耐��耐ヨら����目��一一

��崇彗��市���市�市睡.實���蜂老��≧����一一����

�井一冨���翼祭��佃彦自����握s目��=耐r{���o��一当�8密市昌��黛{�
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(∫.)舳α伽㈱ゐを多産する.これらの事実や寄松層Y1寄松層Y2部層から水源池層S1部層にかけての地層

部層から∫.(戸1的6舳榊s)cf｡α刎α肋3伽ゐを産するこからは,∫.(P.)α刎α肋5㈱ゐ,工(R)θ2㈱8ゐ㈱㈱ゐ,
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　　　　　第2表宇和島地域の白亜系産主要大型化石
Selected　megafossils　from　the　Cretaceous　in　the　Uwajima　areα．

時代　　Age
9
①

q
邸
■
一 9
0

ε
o q
o

一
一 一

q

，一
ρ
一

q
Φ

一
5

Coniacian Santonian
邸
q⊇
＜ く Q ←

層序区分 山

Stratigraphic 嘩 喚匡

　邸
塵h 嘩・
　h

嘩　山o 塵
．
国

嘩画 塵h

　邸
塵角
邸

嘩 昏 喫　隣 塵匡 嘩匡

　　　　　　　　　　　　divis呈on

大型化石
Megafossi1

　山
諌臼お

　一　一一
　国
陪

　bO
養匿
　ω
　図
　■一
環8

　○臨侵
　o
　oヨく，彗

　‘』の

　邸
鰹焉
　ρ　，一
　‘
■の

無3
　ゴ
！○
マ

邸
b
O

　cさ窪9

111

■一

Σ

　q
　邸
糎9
『桿口

　沼
　■肖
訳Σi

降慧

　N
冊口蚤一1昌
　q

膣

＝＝　鳴

へ名

搭z

3
己
邸
ヨ
頼

　邸
　＞　o　一餐三
　の　己
　づ

一
ひ

　■一
　起　，一
　£
　‘　の博H

　コ　沼
馨邸
　9
　｝一
　一　〇伸＞

鯉も

墜脇
　5着σ）

臼一〇

●一

h
Hr2 Ch So St 01 02 03 Ma1 Ma3 M2 T N1 N2 F1 F2 11 12 Y1 Y2 S1 S2

伽o‘6名伽％s魏嬬孟吻酪NAGAo＆MATsuMoTo O
五　aff．　o吻戯MANTELL ○

五　　　　　　吻ガho6ηs露MATsuMoTo × × OO ××
1α％oo6名召吻％s）hoわθ贈ns奮NAGAo＆MATsuMoTo ○

五αノ　　　　諺sh名08錫s商NAGAo＆MATsuMoTo ○

五ω　　　％醐伽6％s丞YEHA踏 ○ ○ O ○ ○ oO ○×
1α？　　　　y膨δ6ガNAGAo＆MATsuMoTo ×

10吻ガJo漉9耽6吻sJIMBO × ○

五ρ彪か06規卸2πθρ64α」乞o％o躍θs　NAGAo＆MATsuMoTo ×

五ρ．ノ　　α㎜肋s8n諮NAGAo＆MATsuMoTo × ○ ○ ×

五び》．ノε206πs商．6zoθ％s丞Yl）KOYAMA ○ ×

孟側⑩o燃棚協8別肋捌奮NAGAo＆MATsuMoTo ○ ×
五　（℃oγ4乞6ε名α％z6960γ4荻）擁商SGWERBY O
五のη40‘os彪翻わζz薦6z6sδα1ガoz6s　B6HM × ○
五　βカh6昭06θ名召秒zz69％ακ肱z％η∫YiOKOYAMA ○ ○ ○ ○

酬膨遡o廊α肋㎜醜ズ（YiEHARA） ○ ○ ○○ ○○
／1ρズo孟π80％宛卿勉07（YABE＆NAGAo） ○ ○ O ○ ○ O
ハセ01）hツJo‘2名薦膨わ名召ηzos％駕（SHIMlzu） O
肋¢8側吻o卿ss40翅（FORBES） ○

、4．　　　伽伽彫（YABE） × ○ ○○ ○ ○

α協吻6徽S蜘％伽伽別YABE 0 ○

G　　　　4θη鋤1翻襯（JIMbo） ○○

距磁80η燃sp， ○

Ezのosかッoho66名薦初4乞伽ηz（SToLlczKA） × ○

βosめoho66撚o翻肋ゴ（YAB憩 ○

So吻漉ssp． OO
Poあ卿伽oε郷oδ廟伽窺（JIMBd》 X ○

P．　　　　　　　カs6κ408召％1あフ2π別（YiOKOYAMA） ×

S吻h伽ρs2％40卿翅商YABE ○

S　　　　yo勧8㎜ゴJIMBO ○ ○

S　　　　ヵ伽郷YABE ×

0ホosαz1）h歪諺s伽os6αカhゴ彪9カ87万nゴ（ANDERsoN） ×

0侃．ノ㎜翻窺oホoぢTANABE ○
0　在）めs6αヵh歪彰母1）z昭7じ％動3（JIMBO） ○ ○
（λ　60ノた凌z脚孟h67z傭（ANDERSON） ○

βα解翻舵s（P）sp． O
κθSO伽20吻sp． ○ ○ ○

飽o卯20吻寛h伽吻（JIMBO） ×

瓦．　　　　sp． ○

動耀吻s磁耀sガ（JIMBO） ○

1）．　　　Sθ痂00S嬬％S（YAB⇔ ○

1）．　　　　sp． ○

Kos㎜娩鰯（P）sp。 ○ ○

Oh6Jo痂06名鷹60h6Jo瑠o酩副sh魏鎗漉NAKAI＆HADA ○

・0。6C．ノaff，吻擁％sCASEY ○

C¢．クaff．加吻o伽窺CASEY ○

Ro脚吻6θ名鷹4ω8ガo蜴6（GRossouvRE） ×

3幼力短o％06ツご伽sη砂吻初（GEINITZ） ×

S％⑳短onoケoρ商窺％名召吻o云oぎMATsuMoTo ×

Pzo彪欧z％舵s64惣z煮㎝o魏ホ8ジ批肋9αωζzガ（YABE＆SHIMlzu） O
Fo％6s彪吻　似％箔冴万¢oホoα2aff．窺％名御％oホoガMATsuMOTo O
β40κ」舵5ツoゐoy8耀ズToKuNAGA＆SHIMIzu ○

β．　　　soh6擁JMATSUMOTO ××

（∫．）cf．％灘伽聯s2s，1．cf．，励02箆s2s，D．罐α耀」麟が得

られている．広見地塊の場合は12部層上部からも1．

（∫・）御αゴ吻θ蔵sを多産する．これらの事実や寄松層Y1

部層から1．（PJ吻o脚〃郷）cf．α〃嫌鰯繭sを産するこ

とからして，コニァシアンとサントニアンの境界は石

×：cf．

引・寄松両層のそれとほぼ一致するとみなされる．

寄松層Y2部層から水源池層S1部層にかけての地層
力・らは，1．（P．）σ甥α勉硲9πsお，ノ’．（P．）θ～oθπs∫sθzoθ銘s∫ε，

1。（P．）6y6Jo漉5ρα％郷0吻が07痂S，1．（伽4000S卿）わ観伽S
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･栗本史雄)

一助肋｡〃s,∫.(S.)刎㈱α舳{などのイノセラムスを産する､

また,水源地層S2部属からは1.(戸｡)cf.㈱α物8㈱みが

得られている.したがって,寄松層だけでなく水源油層

もサントニアンに対比される.

古城山層F2部属からはアンモナイトもかなり産出

し,そのなかにはコニァシァに特徴的な0サ｡scψ肋θ8

(0サ｡scα力〃〃8)居1α刎α〃θ犯sゐ,0.(∬ツガ086α力〃〃∫)舳α姑〃一

物｡τo{,ハ｡榊8畝{α(舳7舳｡'oα)aff.㈱7伽｡fo{,肋｡勿肋s

ツ｡物㈱α{,万.cf.s加物肋が含まれてい6.寄松層Y2

部属産の"o〃〃〃伽S(ルα腕α刎伽5)ル物2ω〃はサン

トニアンを指示する.

吉田地塊には吉田層とその上位に整合に重なる三間層

が分布し,まれながら三間層中部のMa2部属から∫･

(∫.)舳αゴ物舳ゐ,1)吻刎｡眺α肋刎伽〃,同層上部のMa3

部属からは∫.cf.伽〃｡㈱みを産する.また,泉が森地

塊の光満層の場合は1.(1.)舳α伽㈱みを散点的に産出

する.これらの化石からして,三間層中｡上部と光満層

はコニアシアンの堆積物とみなされる.なお,法花津｡

奥浦両地塊の地層からは大型化石未発見である.

下波層産大型化石としては,豊浦西方約2kmの大内

から工aff.6吻畑が得られており,少なくとも下波地

塊東端部の本属はセノマニアンに対比される.宇和島地

域の北灘地塊に分布する北灘層からはまだ大型化石カミ見

いだされていない.しかし,緒方ほか(1983)は,北灘

半島南西部の福浦付近において,北灘層の西方延長ビ当

る地層中のタｰビダイト性互層ブロックから∫.(〃06舳一

榊8)cf.畑功,1.(吻棚｡肋8～)sp｡を採取し,同ブロッ

ク及び周りの泥質基質からセノマニアン後期一コニアシ

アン前期の時代的範囲にはいる放散虫群集を得た.そし

て,北灘層全体をオリストストロｰムと考え,その形成

時代はセノマニアン後期以降,おそらくチュｰロニアン

であろうと.した.岩松地塊の場合は,岩松層分布域てが

ってイノセラムスが採取されたという報告カミある(鈴木

�㌴���

上述のように宇和島地域の白亜系は多くの層準からイ

ノセラムスを産する.これらの層序的分布を検討すると,

化石帯として少なくとも1)∫.(∫.)尻0械8舳ゐ帯(チュ

ｰロニアン中期),∫.(1.)畑肋舳ゐ帯(チュｰロニア

ン後期),3)1.(∫.)刎α伽㈱ゐ帯(コニアシアン)及

び4)∫.(1〕.)舳α物5㈱ゐ帯(サントニアン)の4帝が

識別される(第6表).これらのうち,1)は小倉層の

02部属,2)は同層の03部層でそれぞれ代表される.

一方,3)の地層は分布が広く,明らかに歩帯にはいる

のは天神坂層,成川層,古城山層,石引層,光満層及び

三間層のMa2･Ma3両部層であり､寄松層と水源地層

は4)に属する.1)より下位の地層ではイノセラムスの

産出カミまれであり,化石帯の認定カミ困難であるが,セノ

マニアンの1.(∫.)ツ伽{帯及び∫.a丘.6ψ畑帯に相当

するものがそれぞれ小倉層01部属と下波層に存在する.

4.2放散虫化眉

産出状況

放散虫化石は,396地点で採取された860個の試料

(頁岩｡シルト岩827,赤色頁岩22,酸性凝灰岩5,チ

ャｰト6)をフッ酸処理した結果,155地点･203試料

から見いだされた.ただし,この場合は産出の多寡をと

わない.産出頻度を試料の岩質別にみると,頁岩･シル

ト岩23%,赤色頁岩32%,酸性凝灰岩25%及びチャ

ｰト83%である.前述のように宇和島地塊と広見地塊

では大型化石を多産するが,これら両地塊の頁岩･シル

ト岩の場合,大型化石を含む試料(63個)の40%から

放散虫化石カミ見いだされ,その頻度は大型化石を欠く試

料(294個)の29%をうわまわる.なお,中九州に分

布する上部白亜系大野川層群も大型化石に富み(野田,

1969;寺岡,1970),これのコニアシアンｰサントニアン

の部分に限ってみると,大型化石を含む頁岩試料の70%

以上から放散虫化石が得られている.これらの点からし

て,宇和島地域は大野川地域とともに,大型化石層序と

放散虫化石層序の対応関係を検討するうえで好適なフィ

ｰルドといえよう.

第7図は,宇和島地域の各地塊における頁岩｡シルト

岩からの放散虫化石の産出状況を示したもので,宇和島

地塊を例にとると,試料採取地点143の49%,試料268

の34%から放散虫化石が見いだされたことを意味する.

本図からわかるように,産出頻度は地塊によってかなり

異なり,若干の例外はあるが南の地塊ほど高くなる傾向

がある.一般的には外洋水の影響の強い堆積物ほど放散

虫化石が多いと推測されるが,宇和島地域の場合は必ず

しもこのような考えはあてはまらないように思われる.

その理由は,寺岡ほか(1986)によれば大型化石の産

出状況･岩相｡堆積構造などに注目して同時代の地層を

比較した場合,宇和島地塊･広見地塊｡泉カミ森地塊･吉

田地塊及び北灘地塊の順により沖合の堆積相を示すと考

えられるからである.いずれにしても上記のような放散

虫化石産出頻度の地域差は,化石保存の可否だけでは説

明困難であり,古地理の復元に関連し今後更に検討を要

する問題である.なお,最近岡村ほか(1985),岡本ほか

(1986)は宇和島地域の放散虫･底生有孔虫･ナンノ化

石を研究し,白亜系の堆積環境について報告している･

凝集とその時代

放散虫化石はほとんどすべての層序区分単位から見い
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序（寺岡易司・栗本史雄）

加屠cπs，1．（S．）郷耀伽痂などのイノセラムスを産する、

また，水源池層S2部層からは1．（P。）cf．σ〃z盈％sθπs∫sが

得られている．したがって，寄松層だけでなく水源池層

もサントニアンに対比される．

　古城山層F2部層からはアンモナイトもかなり産出

し，そのなかにはコニァシァに特徴的な0渉oso砂履os

（αoso砂肋θs）肋窺α渉hθ％s∫s，0．（功ρos6砂競θs）7n偽％一

吻oずo歪，Fo770s∫θ吻（1吻7伽oオoα）aff．耀欄zo渉o∫，βαo％碗θs

ツoたo翅卿碗，β．cf．so肋惚が含まれてい畜．寄松層Y2

部層産のP70！醐伽漉s（・4剛卯α％漉s）∫盈α詔醐」はサン

トニアンを指示する．

　吉田地塊には吉田層とその上位に整合に重なる三間層

が分布し，まれながら三間層中部のMa2部層から1．

（1．）％醐ゴ吻θ％s歪5，P∫み挽o♂∫s蜘卿αJs％∫，同層上部のMa3

部層からは1．cf．〃励09％廊を産する．また，泉が森地

塊の光満層の場合は1．（∫・）卿αゆ麗％S∫Sを散点的に産出

する．これらの化石からして，三間層中・上部と光満層

はコニァシァンの堆積物とみなされる．なお，法花津・

奥浦両地塊の地層からは大型化石未発見である。

　下波層産大型化石としては，豊浦西方約2kmの大内

から五aff．o吻ρs∫が得られており，少なくとも下波地

塊東端部の本層はセノマニァンに対比される．宇和島地

域の北灘地塊に分布する北灘層からはまだ大型化石が見

いだされていない．しかし，緒方ほか（1983）は，北灘

半島南西部の福浦付近において，北灘層の西方延長ば当

る地層中のタービダイト性互層ブロックから1．（加0667α一

窺％s）cf．yαわθ∫，1．（！14ッ痂o∫♂θs7）sp．を採取し，同ブロッ

ク及び周りの泥質基質からセノマニァン後期一コニアシ

ァン前期の時代的範囲にはいる放散虫群集を得た．そし

て，北灘層全体をオリストストロームと考え，その形成

時代はセノマニァン後期以降，おそらくチユーロニアン

であろうと，した，岩松地塊の場合は，岩松層分布域でか

ってイノセラムスが採取されたという報告がある（鈴木

1934－36）．

　上述のように宇和島地域の白亜系は多くの層準からイ

ノセラムスを産する．これらの層序的分布を検討すると，

化石帯として少なくとも1）1．（1．）ho観sθ％廊帯（チュ

ーロニアン中期），1．（1．）趨励o％廊帯（チューロニア

ン後期），3）1．（1．）％躍α初麗葡s帯（コニアシアン）及

び4）1．（P。）佛α肋3θ顔s帯（サントニアン）の4帯が

識別される（第6表）．これらのうち，1）は小倉層の

02部層，2）は同層の03部層でそれぞれ代表される・

一一方，3）の地層は分布が広く，明らかに本帯にはいる

のは天神坂層，成川層，古城山層，石引層，光満層及び

三間層のMa2・Ma3両部層であり，寄松層と水源池層

は4〉に属する．1）より下位の地層ではイノセラムスの

産出がまれであり，化石帯の認定が困難であるが，セノ

マニアンの1．（1．）夕α観帯及び∫．aff．副鋤s∫帯に相当

するものがそれぞれ小倉層01部層と下波層に存在する．

　4．2放散虫化石

　産出状況

　放散虫化石は，396地点で採取された860個の試料

（頁岩・シルト岩827，赤色頁岩22，酸性凝灰岩5，チ

ャート6）をフッ酸処理した結果，155地点・203試料

から見いだされた。ただし，この揚合は産出の多寡をと

わない．産出頻度を試料の岩質別にみると，頁岩・シル

ト岩23％，赤色頁岩32％，酸性凝灰岩25％及びチャ

ート83％である．前述のように宇和島地塊と広見地塊

では大型化石を多産するが，これら両地塊の頁岩・シル

ト岩の場合，大型化石を含む試料（63個）の40％から

放散虫化石が見いだされ，その頻度は大型化石を欠く試

料（294個）の29％をうわまわる．なお，中九州に分

布する上部白亜系大野川層群も大型化石に富み（野田，

19691寺岡，1970），これのコニアシアンーサントニアン

の部分に限ってみると，大型化石を含む頁岩試料の70％

以上から放散虫化石が得られている．これらの点からし

て，宇和島地域は大野川地域とともに，大型化石層序と

放散虫化石層序の対応関係を検討するうえで好適なフィ

ールドといえよう．

　第7図は，宇和島地域の各地塊における頁岩・シルト

岩からの放散虫化石の産出状況を示したもので，宇和島

地塊を例にとると，試料採取地点143の49％，試料268

の34％から放散虫化石が見いだされたことを意味する．

本図からわかるように，産出頻度は地塊によってかなり

異なり，若干の例外はあるが南の地塊ほど高くなる傾向

がある．一般的には外洋水の影響の強い堆積物ほど放散

虫化石が多いと推測されるが，宇和島地域の場合は必ず

しもこのような考えはあてはまらないように思われる．

その理由は，寺岡ほか（1986）によれば大型化石の産

出状況・岩相・堆積構造などに注目して同時代の地層を

比較した場合，宇和島地塊・広見地塊・泉が森地塊・吉

田地塊及び北灘地塊の順により沖合の堆積相を示すと考

えられるからである．いずれにしても上記のような放散

虫化石産出頻度の地域差は，化石保存の可否だけでは説

明困難であり，古地理の復元に関連し今後更に検討を要

する間題である．なお，最近岡村ほか（1985），岡本ほか

（1986）は宇和島地域の放散虫・底生有孔虫・ナンノ化

石を研究し，白亜系の堆積環境について報告している．

　群集とその時代

　放散虫化石はほとんどすべての層序区分単位から見い
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第7図宇和島地域の白亜紀頁岩･シルト岩からの放散虫化石産出頻度

��略����楯�物慮��牲�捥�潭�整慣�畳獨��

慮��瑳瑯������業���

〔〕内は試料採取地点数Numberofsamp1ingsite

()内は試料数Numberofsamp1e

たされているが(第1図),法花津層,近永層及び光満

層のものはごく少なく,種の決定に至らなかった.そこ

でこれら3層を除く各層産放散虫化石を第3表に示す.

試料のうち,番号にURを付したものは大型化石を欠き,

UFの場合は次のようなイノセラムス｡アンモナイトを

含む.〃｡c舳棚5(∫.)cf.畑θξ(UF-141),∫.吻ぬ〃{一

α物8と∫.(〃.)cf1切｡〃肋s(UF-134),1.cf.官舳〃s肋一

α肋s(UF-33),∫.(∫.)〃〃αゴ初θ舳ゐ(UF-3,35,63,75,82),

∫.cf.刎〃｡θ伽ゐ(UF-72,88),∫.(S.)舳刎伽α舳{(UF-6,

12,103),1.(S.)秘α〃刎α刎犯皇と∫.(P.)cf.α刎α尾句sθ犯sゐ

(UF-9,90),∫｡(戸.)α刎α物8舳s兆(UF-7,80),∫.(1〕.)6〃肋･

肋s砂α伽〃刎ぴ07〃s(UF_77),Wθoμ20sξαcf.ゐ〃肋〃伽

(UF-8ユ).

宇和島地域の白亜系産放散虫化石は,種の構成や大型

化石で決定された産出層の時代などを考え合わせる

と,1)ル曲θo励6秒｡刎〃α肋｡刎θ"群集,2)ル曲θ0励一

｡砂0刎伽α砂"gα7ゐ群集,3)∬oloo肋サ｡c伽伽刎肋伽{群

集,4)1){o妙｡刎伽αア｡舳｡sα群集,5)1)主6秒｡刎"α伽sξ一

〇〇s肋α群集及び6)の{吻｡刎伽α后0810舳群集とに分け

られる.これらの群集の種構成は第4表,個々の種の層

序的分布は主要大型化石のそれとともに第5,6表に示

す.また,第7表には宇和島地域の放散虫群集帯と他地

域からこれまで報告されている代表的なそれとの時代的

対応を表示してある.以下では1)一6)の群集について記

述するカミ,これらの概要は寺岡ほか(1986)にも述べら

れている.

1)〃伽go肋妙｡刎伽α伽｡舳2〃群集この群集は(1)

と(2)に細分され,前者は北灘層K2部層中に黒地性
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第3表字和島地域の白亜系産放散虫化石
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･粟本吏雄)

第4表宇和島地域の白亜紀放散虫群集

Cretaceousradio1arianassem1⊃1agesintheUwajimaarea.
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　　　　　におけるアンモナイト・イノセラムス及び放散虫化石の層序的分布
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･栗本史雄)

第6表宇和島･広見両地塊の白亜系におけるイノセラムス及び放散虫化石の層序的分布
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ム尻=1二(1二)hoあετ舵抑8主sZone,五τ=五(1二)正否5ゐ…oe冊8ゐZone,

岩体としてはいるチャｰト,後者は平井層Hr1部属の

頁岩からそれぞれ産する.本群集を特徴づける放散虫化

石のうち,A6γ0㈱2〃の産出時代はアプチアン前期以

前(ScHAAF,ユ981),λ､αが〃伽吻の場合はバレミァン以

前(ScHAAF,1981.1984),ベリアシアン(PEssAGN0.

1977b),ベリアシアンｰバレミアン(F0REMAN,1975),

ジュラ紀後期以降(BAUMGARTNER,1984)とされてい

る.また,r.ω伽αはバランギニアン後期一アプチアン

一･一･一:品u1t,×:cf.

(PEssAGN0.1977b),λ.が棚｡scα1α7おはバレミアン後

期(ScHAAF,1981),λ.砂〃gα7みはバランギニアン後期一

アプチアン(PEssAGN0.1977b),肋〃{6切g〃α属はジュ

ラ紀後期一バランギニアン(PEssAGN0.1977a)から知

られている.(1)と(2)の共通種はλ.あγo舳2〃だけ

であり,両者は時代を異にする群集である可能･性がある

が,現在のところこれらを時代的に区別するには資料不

足である.いずれにしても上述のような各特徴種の産出
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序（寺岡易司・栗本史雄）

　　　　第6表　宇和島・広見両地塊の白亜系におけるイノセラムス及び放散虫化石の層序的分布

Stratigraphic　distribution　of　inocerami　and　radiolarian　fossils　in　the　Cretaceous　in　the　Uwajima　and

Hiromi　Blocks。
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岩体としてはいるチャート，後者は平井層H：r1部層の

頁岩からそれぞれ産する．本群集を特徴づける放散虫化

石のうち，ん伽鰯碗の産出時代はアプチアン前期以

前（SCHAAF，1981），！1．砂∫伽％〃zの揚合はバレミァン以

前（ScHAAF，1981，1984），ベリアシアン（PEssAGNo，

1977b），ベリアシアンーバレミアン（FoREMAN，1975），

ジュラ紀後期以降（BAuMGARTNER，1984）とされてい

る．また，T．60痂昭はバランギニアン後期一アプチアン

盈ult，　　　×：　cf．

（PEssAGNo，1977b），！1．ρso％4050α」α7∫sはバレミアン後

期（SCHAAF，1981），且．捌lgα7∫sはバランギニアン後期一

アプチアン（PEssAGNo，1977b），Pσ7痂∫％9％」α属はジュ

ラ紀後期一バランギニァン（PEssAGNo，1977a）から知

られている．（1）と（2）の共通種は五．伽襯副だけ

であり，両者は時代を異にする群集である可能性がある

が，現在のところこれらを時代的に区別するには資料不

足である．いずれにしても上述のような各特徴種の産出
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時代及び(2)を含む地層の上位にバレミァン後期のア

ンモナイトを産するHr2部属が整合に重なることから

して,λ.670舳2〃群集はバランギニアンｰバレミアン

の範囲にはいるものと考えられる.

2)ル初20伽'ツ｡吻〃α吻1gα7お群集下大野層の頁

岩･淡緑色頁岩から産する.本群集と後述の∬oloC7ツｰ

μ06α肋刎あα伽{群集との間には共通種がかなりあり,

かつて栗本･寺岡(1984)は両者を合わせたものを

群集皿とした.しかし,λ.砂〃gαプゐ群集はP8切0∂{一

物0〃〃αが棚0舳670C2〃α1α,〃α舳〃α属,W0〃伽S

属などを欠き,圧肋伽{群集とは産出層を異にする.

NAKAsEK0andN1sH1MURA(1981),松山ほか(1982)及

びYA0(1984)は,皿6α伽{や∬.gθツ8㈱舳2を代表

種として含む放散虫群集(上記の群集皿に相当)を報告

し,その時代をアルビァン(松山ほか,1982;YA0.1984

ではアルビアン後期)一セノマニアンとしている.次に

述べる亙｡bα伽{群集の時代及び下大野層産アンモナイ

トを考え合わせると,λ."gα7ゐ凝集はアルビァンの

ものとするのが妥当である.ただし,本群集の時代的上

限が一部セノマニアンまでのびる可能性は否定できない.

3)∬o1067〃｡cα肋刎bα伽{群集下波層の頁岩,千

代浦層の頁岩｡酸性凝灰岩及び吉田層の赤色頁岩から産

出し,岩松地塊においても一部の頁岩(岩松東方1.5km)

から得られている.この群集は字和島地域の放散虫群

集のなかで最も保存がよく個体数も多い.本群集含有層

のうち,下波層は∫.aff.cψ加を産することからして

セノマニアンに対比され,また千代浦層は,中野(1964)

の報告した既述のアンモナイトから判断する限り,少な

くとも上部白亜系であることは確かであろう.一方,吉

田層からは大型化石未発見であるが,本属の上位に重な

る三間層の中｡上部からはコニアシアンのイノセラムス

を産する.上記の点やチュｰロニアンの地層産放散虫凝

集との種構成上の差異(第4表)からして,∬.ろαγ石〃群

集はセノマニアンの凝集といえる.下波層の放散虫化石

については大賀｡坂井(1982)の報告カミあり,頁岩に含

まれる群集の時代はセノマニアンとされている.なお,

宇和島地塊の槙の山区においては､古城山層中の頁岩に

挟在する厚さ10cm内外の緑色頁岩(UR-567)から圧

肋伽主群集の放散虫カミ得られたが,本属はコニアシアン

の地層であり,現在のところ緑色頁岩申の放散虫は二次

化石と考;えざるを得ない.

4)ル秒｡舳伽αア｡舳08α群集小倉層02部属の頁

岩･シルト岩,北灘層K1部属及びK2部層下部の頁岩

から産する.02部属は大型化石に富み,アンモナイト｡

イノセラムスによってチュｰロニアンの地層であること

が確認されている.したカミって,η.∫o舳｡Sα群集の時代

はチュｰロニアンということになる.本群集の主要構

成種である刀.伽刎｡sα,1).(P)sp.λ,〃サ｡鮒｡吻刎｡f.

〃閉α,P5θ〃｡α"oμα6刎｡f.力｡〃s舳sゐなどは,02部属

の場合その最下部から出始め,λ.cf.舳α以外はイノ

セラムスと共産する.ここでη.(P)sp.Aとした種は

1)〃ツ｡刎伽α属の特徴をそなえているが,cOstaeが不連

続的で,ときにSegment聞で食い違うことがあり,ま

たsegment中に｡ostaeと直交するridgeが1-2列発

達するなどの特異性を持っている.

1)､∫o榊｡sα群集は,λ.榊肋㈱θを含み,皿舳μ舳み

を欠いており,PEssAGN0(1976,ユ977b)の〃ω肋刎

sψθ伽刎帯のものに相当する可能性がある.松山ほか

(1982)は,種構成のうえで彼らの見ゐα伽{群集とλ.

舳α群集の中間的性格を持つものとして1).伽刎08α群

集を識別し,その時代をチュｰロニアンとした.また,

TAKETAN1(1982)は,1).ア｡舳｡sα及び肋｡〃倣榊(P)

刎α脇刎｡fo{の出現を下限とし,A榊α出現までの層準

を上限とするη.∫o舳｡Sα帯を設定しているが,これは

チュｰロニアン後期からコニアシアン初頭にまたがるも

のとされている.

5)1棚ツ｡刎伽α伽s{60s肋α群集成川層,古城山層,

石引層,三間層Ma3部属及び北灘層K2部層上部の頁

岩から得られている.北灘層以外のこれら諸属はコニア

シアンに特徴的なイノセラムスを産出し,古城山層の場

合はアンモナイトも少なくない.したがって,本群集の

時代はコニアシアンである.この群集にはη.ア｡舳05σ

群集との共通種がかなりあるが,〃.伽曲03畝α,1).aff.

伽S{CoS肋α,η.椛αμ㈱みなどの新しい要素が加わる点

で後者とは区別される.

PEssAGN0(1976.1977b)は:コニアシアンの放散虫凝

集帯として"θ砂"刎力γ㈱α"o〃αツ{帯を設定している.

同帝の凝集と1)｡伽sξσo∫倣α凝集との間には皿∂㈱ξ･

Co∫械σ,皿伽刎08αなどいくつかの共通種がある.しか

し,宇和島地域の場合はまだ"ω肋榊属やP8切｡α〃｡･

助舳∫属の同定カミ十分なされていないので,両凝集の詳

しい比較はできない.なお,TAKETANI(1982)による

コニアシアンの皿伽刎08α帯鵬,S伽励0"㈱伽∫棚s

帯及びル｡伽｡功｡物go力価榊オ7奴舳帯の癖集と1).

伽SオCoS肋勿群集の間には幾つかの共通種はあるが,顕

著な類似性は認められない.

6)1)物｡刎伽α尾｡s8o"σθ凝集寄松層,水源油層及び

岩松層の頁岩から産出する.これは皿尾0S1伽θを含み,

皿♂㈱主σ08榊α,1)､(?)sp.λを欠く点で皿∂㈱左008伽α

凝集と区別される.
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時代及び（2）を含む地層の上位にバレミァン後期のア

ンモナイトを産するHr2部層が整合に重なることから

して，且，わ7昭膨万群集はバランギニアンーバレミアン

の範囲にはいるものと考えられる．

　2）ル訥αθo砒砂o痂擁捌Jg副s群集　下大野層の頁

岩・淡緑色頁岩から産する．本群集と後述の1／oJooプッー

かoω痂吻わαプ甑群集との間には共通種がかなりあり，

かつて栗本・寺岡（1984）は両者を合わせたものを

群集∬とした．しかし，五．び％lgα盗群集はPs9掘麟一

〇渉ツ0勉伽αρS9蜴0吻α0プ00幼加」α，丁加紹7」α属，ノ〉00∫κ∫伽S

属などを欠き，1五わ励痂群集とは産出層を異にする．

：N’AKAsEKoand　NlsHIMuRA（1981），松山ほか（1982）及

びYAO（1984）は，Eわ励％∫や∬．gθッsθγ5θπ3θを代表

種として含む放散虫群集（上記の群集Hに相当）を報告

し，その時代をアルビァン（松山ほか，1982；YAO，1984

ではアルビアン後期）一セノマニアンとしている．次に

述べる11，わα吻∫群集の時代及び下大野層産アンモナイ

トを考え合わせると，孟．副g碗S群集はアルビァンの

ものとするのが妥当である．ただし，本群集の時代的上

限が一部セノマニァンまでのびる可能性は否定できない．

　3〉∬oJo67ッかoσ㈱∫％〃zわα7わ痂群集　下波層の頁岩，千

代浦層の頁岩・酸性凝灰岩及び吉田層の赤色頁岩から産

出し，岩松地塊においても一部の頁岩（岩松東方1．5km）

から得られている．この群集は宇和島地域の放散虫群

集のなかで最も保存がよく個体数も多い．本群集含有層

のうち，下波層は1．aff．o吻麺を産することからして

セノマニァンに対比され，また千代浦層は，中野（1964）

の報告した既述のアンモナイトから判断する限り，少な

くとも上部白亜系であることは確かであろう．一方，吉

田層からは大型化石未発見であるが，本層の上位に重な

る三間層の中・上部からはコニアシアンのイノセラムス

を産する．上記の点やチューロニアンの地層産放散虫群

集との種構成上の差異（第4表）からして，1∫．伽伽群

集はセノマニアンの群集といえる，下波層の放散虫化石

については大賀・坂井（1982）の報告があり，頁岩に含

まれる群集の時代はセノマニァンとされている．なお，

宇和島地塊の槙の山区においては，古城山層中の頁岩に

挟在する厚さ10cm内外の緑色頁岩（UR－567）からE

わα7伽群集の放散虫が得られたが，本層はコニアシアン

の地層であり，現在のところ緑色頁岩中の放散虫は二次

化石と考えざるを得ない．

　4）・020」yo吻」7α∫07甥osσ群集　小倉層02部層の頁

岩・シルト岩，北灘層：K1部層及びK2部層下部の頁岩

から産する．02部層は大型化石に富み，アンモナイト・

イノセラムスによってチューロニアンの地層であること

が確認されている．したがって，D．∫o耀osα群集の時代

はチューロニアンということになる．本群集の主要構

成種である．0．〃〃20sα，P．（P）sp．五，ル診os吻伽〃2cf．

％蜘σ，P5％40σ％Joρ肋o％s　cf．万070s㈱s∫sなどは，02部層

の場合その最下部から出始め，孟．cf．躍％α以外はイノ

セラムスと共産する。ここでP．（P）sp．Aとした種は

1）20‘yo禰撫属の特徴をそなえているが，costaeが不連

続的で，ときにsegment間で食い違うことがあり，ま

たsegment中にcostaeと直交するridgeが1－2列発

達するなどの特異性を持っている．

　n∫0耀0凹群集は，孟．びθ雁40θπ50を含み，nπ砂α0％Sお

を欠いており，PEssAGNo（1976，1977b）のz4」吻∫κ吻

ε勿励耀帯のものに相当する可能性がある．松山ほか

（1982）は，種構成のうえで彼らの私わ励％∫群集と且．

解紹群集の中間的性格を持つものとして1）．∫o耀o躍群

集を識別し，その時代をチューロニアンとした．また，

TAKETAM（1982）は，1）．∫o燗osα及び伽oツ漉伽〃2（P）

耀オ躍〃20醜の出現を下限とし，！L躍％出現までの層準

を上限とするP．∫o耀o凹帯を設定しているが，これは

チユーロニアン後期からコニアシアン初頭にまたがるも

のとされている．

　5）Z）∫o≠yo纏！7σ4θ％鋤os観α群集　成川層，古城山層，

石引層，三間層Ma3部層及び北灘層K2部層上部の頁

岩から得られている．北灘層以外のこれら諸層はコニァ

シァンに特徴的なイノセラムスを産出し，古城山層の場

合はアンモナイトも少なくない・したがって，本群集の

時代はコニアシアンである．この群集には．o．∫o耀osσ

群集との共通種がかなりあるが，1）。吻％s蜘s観σ，1）。a丘

伽就os如雄，1）．％砂磁鰯sなどの新しい要素が加わる点

で後者とは区別される．

　PEssAGNo（1976，1977b）はコニアシアンの放散虫群

集帯として！1漉吻解かσθg詔伽σ男帯を設定している．

同帯の群集とヱλ吻癬oos観σ群集との問には1λ吻％蕗

00吻如，n∫0耀OSαなどいくつかの共通種がある．しか

し，宇和島地域の場合はまだ！1漉ぬ彫属やPs％40σ％Jo一

ρhσo％s属の同定が十分なされていないので，両群集の詳

しい比較はできない．なお，TAKETANI（1982）による

コニアシアン！のZ）．ル7粥OSα帯SB，S9痂％切oJJ％吻血SS薦S

帯及び1170hα60sρongoッ筋％〃zオ7ゆ」鰯帯の群集とZ）．

46競oo吻如群集の問には幾つかの共通種はあるが，顕

著な類似性は認められない．

　6）・0観yo吻’7盈osJo昭θ群集　寄松層，水源池層及び

岩松層の頁岩から産出する．これは几んos勉佛を含み，

1λ吻％s∫oos！伽，n（？）sp．！1を欠く点でn惚％s∫oos翅σ

群集と区別される．
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第7表白亜紀放散虫群集帯の対応関係
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　　　　　　　　第7表　白亜紀放散虫群集帯の対応関係

Correlation　of　the　Cretaceous　radiolarian　assemblage　zones．

時　代

Age

Campanian

Santonian

Coniacian

Turonian

Cenomanian

Albian

Aptian

Barreniian

Hauterivian

Valanginian

FOREMAN
（1977）

Atlantic　O．
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第8図宇和島地域における時代別地層分布図(寺剛雲か,1986に加筆)

MapshowingthedistributionofrespectiveseriesintheUwaji㎜aarea

(TERA0KA〃〃.,1986,withsomeadditions).

寄松･水源地両層は〃00θ7α舳8(P肋〃γα刎〃5)α伽･

肋s㈱ゐ帯に属する.この事実や次に述べる理由から

して,1).尾｡s1ωαθ群集の時代はサントニアンである.

TAKETANI(1982)によれぱの.尾｡slo砂α2はコニアシアン

の中頃から出始め,カンパニァンにはいって多くなる.

また,F0REMAN(1975)は本種の出現をサントニアン後

期としている.カンパニアンの放散虫化石帯として,

RIEDELand･SANFILIPPo(1974),F0REMAN(1977)は

λ肋物〃∂α〃㈱s倣帯を設定しており,NAKAsEK0

andNIsH1MURA(198ユ)のλ.舳88肋一λ.切｡肋∫群集

を含む地層がこれに相当する.これらの群集帯を特徴づ

ける放散虫化石は,寄松･水沢池両層はもちろん,岩松

層からも見いだされていない.したがって,少なくとも

本地域に関する限り1).尾｡slo砂αθ群集の時代はカンバニ

アンまでのびないと考えられる.

これまで述べたように,宇和島地域の白亜紀放散虫化

石は6つの群集に分けられ,時代的にはバランギニアン

からサントニアンに及ぶ.ただし,アプチアンの群集は

未確認である.アプチアンの含大型化石層である近永層

からもまれながら放散虫化石が見いだされており,今後

本地域でこの時代の群集が認定される可能性がある.奥

浦層と法花津層は大型化石を欠き,放散虫化石の産出も
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Map　showing　the（1istribution　of　respective　series　in　the　Uwajima　area

（TERAoKA6地」．，1986，with　some　additions）．

　寄松・水源池両層は肋ooθ耀耀s（P娩yoo盟窺％s）α〃筋

肋50煽S帯に属する．この事実や次に述べる理由から

して，D論osJo膨群集の時代はサントニアンである．

TAKETANI（1982）によれば1）．為osJo灘θはコニアシアン

の中頃から出始め，カンパニァンにはいって多くなる．

また，FOREMAN（1975）は本種の出現をサントニァン後

期としている。カンパニアンの放散虫化石帯として，

RIEDEL　and・SANFILIPPo（1974），FoREMAN（1977）は

且吻hゆ卿4伽o鰯sθ茄帯を設定しており，NAKASEKO

and：N’lsHIMuRA（1981）のAθπ9εsθ湧認．削o！％s群集

を含む地層がこれに相当する．これらの群集帯を特徴づ

ける放散虫化石は，寄松・水源池両層はもちろん，岩松

層からも見いだされていない．したがって，少なくとも

本地域に関する限り．o．勘osJoび佛群集の時代はカンパニ

アンまでのびないと考えられる．

　これまで述べたように，宇和島地域の白亜紀放散虫化

石は6つの群集に分けられ，時代的にはバランギニアン

からサントニアンに及ぶ．ただし，アプチアンの群集は

未確認である．アプチアンの含大型化石層である近永層

からもまれながら放散虫化石が見いだされており，今後

本地域でこの時代の群集が認定される可能性がある．奥

浦層と法花津層は大型化石を欠き，放散虫化石の産出も
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序(寺岡易司･栗本史雄)

ごく少ない.本論文では寺岡ほか(1986)にしたがい,

奥浦層をアルビァンに対比し,'法花津層は白亜紀前期か

らセノマニアンにわたるものとしておく.これら両層を

除く宇和島地域の白亜紀諾層は,大型化石と放散虫化石

を組み合せることによって時代決定がなされるわけであ

り,各地塊における地層の分布を時代別に示すと第8図

めようになる.

5.まとめ

四万十累層鮮としては特異な層相･構造をもつ宇和島

地域の四万十帯白亜系につき,その層序に重点をおいて

述べ,大型化石と放散虫化石の内容がどのような層序的

変化を示すかを検討した.結論としては次のことが指摘

される.

1)宇和島地域の白亜系はバレミアンからサントニアン

にわたる地層群で,19の(累)層に分けられ,構造的に

は10個の地塊に区分される.

2)各地塊を南から北へ順次列記し,それぞれを構成す

る地層の時代をカッコ内に示すと次のようになる.岩松

地塊(セノマニアン,サントニアン),北灘地塊(チュ

ｰロニアンｰコニアシアン),下波地塊(セノマニアン),

宇和島地塊(セノマニアンｰサントニアン),泉が森地

塊(バレミアンｰアプチアン,コニアシアン),広見地

塊(セノマニアンｰサントニアン),下大野地塊(アル

ビアン),吉田地塊(セノマニアンｰコニアシアン),奥

浦地塊(アルビァン)及び法花津地塊(白亜紀前期一セ

ノマニアン?).

3)白亜系の層相は時代的にも地域的にも変化に富み,

地塊によって著しく異なる.大型化石は宇和島･広見両

地塊に最も多く,泉が森地塊｡吉田地塊と順次少なくな

り,北灘｡奥浦･法花津の3地塊では未発見である.放

散虫化石はすべての地塊にわたって見いだされているが

その産出頻度には著しい地域差がある.

4)上部白亜系ではイノセラムス化石帯として,チュｰ

ロニアンの"0C舳舳S(〃06舳榊8)肋肋S榊ゐ帯と∫.

(∫.)腕ゐξ0㈱ゐ帯,コニアシアンの1.(1.)舳σ伽舳ゐ

帯及びサントニアンの∫｡(P1α桝舳榊S)α伽尾〃8㈱ゐ帯

が識別され,不明確ながらセノマニアンの1.aff.c吻一

〃,∫.(1･)ツαbθ{両帯に相当するものも認められる.

5)放散虫化石は様々な岩相の地層から産出し,しばし

ばイノセラムス･その他の大型化石と共産する.これは

次のような6つの群集に分けられる..〃伽θo伽妙｡一

〃〃αわプ0あ〃θ〃群集(バランギニアンニバレミアン),

ル曲θ0曲ゆ0刎〃α閉1gαプゐ群集(アルビアン),∬010一

〃ツμoσα肋伽肋伽{群集(セノマニアン),"0秒0刎伽α

デ｡舳｡sα群集(チュｰロニアン),1棚ツ0刎伽α伽曲0sτ伽

群集(コニアシアン)及び胱〃0刎〃α島0510伽群集(サ

ントニアン).なお,λ.あγo舳2〃凝集は(1)と(2)に

細分される.(1)は白亜紀後期の海底地すべり堆積物中

に黒地性岩体として入るチャｰトから産するものであり,

これ以外の群集の時代は主として大型化石によって決め

られている.
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宇和島地域の四万十帯白亜系層序（寺岡易司・栗本史雄）

ごく少ない．本論文では寺岡ほか（1986）にしたがい，

奥浦層をアルビァンに対比し，』法花津層は白亜紀前期か

らセノマニァンにわたるものとしておく．これら両層を

除く宇和島地域の白亜紀諸層は，大型化石と放散虫化石

を組み合せることによって時代決定がなされるわけであ

り，各地塊における地層の分布を時代別に示すと第8図

めようになる．

5．　ま　と　め

　四万十累層群としては特異な層相・構造をもつ宇和島

地域の四万十帯白亜系につき，その層序に重点をおいて

述べ，大型化石と放散虫化石の内容がどのような層序的

変化を示すかを検討した．結論としては次のことが指摘

される．

　1）宇和島地域の白亜系はバレミアンからサントニアン

にわたる地層群で，19の（累）層に分けられ，構造的に

は10個の地塊に区分される．

　2）各地塊を南から北へ順次列記し，それぞれを構成す

る地層の時代をカッコ内に示すと次のようになる．岩松

地塊（セノマニアン，サントニアン），北灘地塊（チユ

ーロニアンーコニアシアン），下波地塊（セノマニアン），

宇和島地塊（セノマニアンーサントニアン），泉が森地

塊（バレミアンーアプチアン，コニアシアン）．広見地

塊（セノマニアンーサントニアン），下大野地塊（アル

ビアン），吉田地塊（セノマニアンーコニアシアン），奥

浦地塊（アルビァン）及び法花津地塊（白亜紀前期一セ

ノマニアン？）．

　3）白亜系の層相は時代的にも地域的にも変化に富み，

地塊によって著しく異なる．大型化石は宇和島・広見両

地塊に最も多く，泉が森地塊・吉田地塊と順次少なくな

り，北灘・奥浦・法花津の3地塊では未発見である．放

散虫化石はすべての地塊にわたって見いだされているが

その産出頻度には著しい地域差がある．

　4）上部白亜系ではイノセラムス化石帯として，チュー

ロニァンの肋00醐灘S（肋00醐耀S）ho観5θ％廊帯と1．

（1．）魏配oθ煽s帯，コニアシァンの1．（1．）㈱碗〃郷廊

帯及びサントニアンの1．（P1α砂卿α灘S）耀σ勘膨蔵S帯

が識別され，不明確ながらセノマニアンの1．aH．爾ρ一

麺，∫．（1・）即伽両帯に相当するものも認められる．

　5）放散虫化石は様々な岩相の地層から産出し，しばし

ばイノセラムス・その他の大型化石と共産する。これは

次のような6つの群集に分けられる．，ル伽oo砒砂o一

卿伽励プo吻副群集（バランギニアン」バレミアン），

ルohαθ04薦yo吻擁o％Jg疏s群集（アルビアン），11010－

f7妙伽α痂励伽伽群集（セノマニアン），P魏ツo雁惚

fo耀0∬群集（チューロニアン），D瞬ツ0薇惚40銘S200Sずα雄

群集（コニアシアン）及び窃o砂0〃痂プ疎05励卯群集（サ

ントニアン）．なお，ハ．わ7昭躍副群集は（1）と（2）に

細分される．（1）は白亜紀後期の海底地すべり堆積物中

に異地性岩体として入るチャートから産するものであり，

これ以外の群集の時代は主として大型化石によって決め

られている．
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偬慴�

λκ肋θo"6秒｡〃肋〃｡〃ωθ〃Assemb1age(1)

1.HoZooη餌｡oα〃〃刎sp.,UR-44,KitanadaFormation.

2-5.S8肋｡oψ∫αsp.,UR-44,KitanadaFormation.

6-10τ肋〃α〃αcf,oo〃ω(ALIEv),UR-44,KitanadaFormation.

11.λκ肋εo"的｡刎伽αcf.α加〃伽刎(RむsT),UR-44,'KitanadaFormation.

12-14.λκ6肋θo"6秒｡刎伽α伽｡勿〃θガ(TANSINH0K),UR-44,

������慴楯渮

15-19,21,22λκ肋80"o妙｡刎伽αsp.,UR-44,KitanadaFormation.

20.E〃6W挑sp.,UR-44,KitanadaFormation.

23-24.∫加乃｡榊伽｡(P)sp.,UR-44,KitanadaFormation.

Sca1ebar二〇.1mm�

Plate　I

、4．γoh磁04あ砂o吻加わ70％ω顔Assemblage（1）

1．

2－5．

6－10

11．

12－14．

15－19，21，22

20．

23－24．

∬olo6ηが06α勉％甥sp．，UR－44，Kitanada　Formation．

Sαho6のsαsp．，UR－44，Kitanada　Formation．

Th伽α吻cf、60吻o召（ALIEv），UR－44，Kitanada　Formation．

z4πhα60漉吻o吻惚cf．の乞α7劾吻（RJsT），UR－44，’Kitanada　Formation．

且名6h4604廊砂o挽奮窺670z卿6万（TAN　SIN　HoK），UR－44，

Kitanada　Formation．

　　　　∠4κh磁04ズo砂o勉加sp．，UR－44，Kitanada　Formation。

E％6ッ痂s　sp．，UR－44，Kitanada　Formation．

S渉σoho吻加（P）sp．，UR－44，Kitanada　Formation．

Scale　bar＝0．1mm
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偉慴��

五κ肋εo"o妙｡舳伽α伽｡刎ωθガAssemb1age(2)

1.HoZ06η餌｡ω〃〃刎｡f.ろαγろ〃DUMITRIcA,UR-510,HiraiFormation.

2.亙｡Z06η財｡o伽加榊｡f.gゆ㈱θ%88PEssAGN0,UR-510,HiraiFormation.

3-4.HoZooη餌｡ω〃〃榊｡f.肋ろθκ〃α肋刎DUMmIcA,UR-510,HiraiFormation.

5,8,9.λκ肋εo"め｡〃肋ろプ｡〃ωθガ(TANSINH0K),UR-510,HiraiFormation.

6,7.λκ肋εo"め｡〃肋ろプ｡〃ωθガ(TANS1NH0K),UR-778,HiraiFormation･

10,11,14λκ肋εo"め｡〃肋sp.,UR-510,HiraiFormation.

12.Aκ伽θo"吻｡刎伽α伽Zgα桃PEssAGN0,UR-510,HiraiFormation.

13.Aκ肋εo"め｡舳伽αsp.,UR-778,HiraiFormation.

15,16.Psθ〃｡〃め｡榊伽αsp.,UR-511,HiraiFormation.

17,ユ8.〃め｡〃肋(?)sp.,UR-510,HiraiFormation.

19.λκ肋θo"め｡舳伽α(?)sp.,UR-510,HiraiFormation.

20.P∫θ〃｡〃吻｡〃肋sp.,UR-510,HiraiFormation.

21.P∫ε〃｡"6秒｡〃肋sp.,UR-511,HiraiFormation.

22.肋〃〃惚〃αsp.,UR-778,HiraiFormation.

23.λκ肋80"吻｡刎伽αcf.がε〃｡∫ωZ〃ゐ(TANSINH0K),UR-778,HiraiFormation.

��敢�����

Plate　II

。476h磁o漉⑳o吻加670鋸ω碗Assemblage（2）

1．

2．

3－4．

5，8，9．

6，7．

10，11，14

12．

13．

15，16．

17，18．

19．

20．

21．

22．

23．

πolooηがoo召勉％吻cf．枷7δ痂DuMITRlcA，UR－510，Hirai　Formation．

πolo6η穿ooα吻％窺cf．g6ッs6zs6％s6PEssAGNo，UR－510，Hirai　Formation．

∬oloo矧塑06αη彪窺cf．渉幼6κ％1碗％規DuMITRIcA，UR－510，Hirai　Formation．

∠4πh磁041めo吻加わ70麗麗万（TAN　SIN　HoK），UR－510，Hirai　Formation。

・4．κhα60漉6砂o吻飽わ70％別副（TAN　SIN　HoK），UR－778，Hirai　Formation。

　　∠4κhα604づのo吻枷sp．，UR－510，Hirai　Formation．

∠4z6h磁04Zo砂o別」渉観観㎏α7Zs　PEssAGNo，UR－510，Hirai　Formation．

∠4πhα60漉吻o吻飽sp．，UR－778，Hirai　Formation．

A6％40漉o砂o吻枷sp．，UR－511，Hirai　Formation．

1）歪のo吻地（P）sp．，UR－510，Hirai　Formation．

∠4κhα60漉めo痂枷（？）sp．，UR－510，Hirai　Formation．

A6躍04」吻o吻加sp．，UR－510，Hirai　Formation．

＆6擁o漉吻o編加sp．，UR－511，Hirai　Formation．

勘癬6初g駕1αsp．，UR－778，Hirai　Formation．

∠4κhα60漉のo吻枷cf．ヵs6躍os6α1σ7乞s（TAN　SIN　HoK），UR－778，Hirai　Formation．

Scale　bar＝0．1mm
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λκ伽θo〃め｡〃肋伽鋤桃Assemb1age
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HoZ06η卵06伽加榊｡f.ろ〃6〃DUM1TRIcA,UR-544,ShimoonoFormation､

地"oηが｡oψ8αcf､力｡Zツ加〃αD.UMITRIcA,UR-543,ShimoonoFormation.

H舳たη財06ψ∫α(?)sp.,UR-543,ShimoonoFormation.

ハε〃｡励め｡刎伽αcf.6αゆα加｡α(LozYNlAK),UR-623,ShimoonoFormation.

Psθ〃｡〃吻｡〃肋sp.,UR-623,ShimoonoFormation.

P∫θ〃｡"o妙｡刎伽α(?)sp.,UR-543,ShimoonoFormation,

Z伽〃加刎sp.,UR-543,ShimoonoFormation.

λκ肋θo"め｡榊伽α吻な〃ゐPEssAGN0,UR-543,ShimoonoFormation｡

λκ肋80"物｡刎伽αsp.,UR-543,ShimoonoFormation.

1)タ物｡刎伽α(?)sp.,UR-623,ShimoonoFormation.

〃め｡舳伽α(?)sp.,UR-543,ShimoonoFormation.

〃肋sp.,UR-543,ShimoonoFormation.

��敢�����

Plate　III

。4zoh磁04」吻o吻磁捌ゆ7乞s　Assemblage

1．

2．

3，

4．

5。

6－10．

11．

12．

13－19．

20．

21．

22．

πolooη吻oo伽勉窺cf．6α7伽づDuMITRlcA，UR－544，Shimoono　Formation．

飽雁oηがooのsαcf．ヵo砂h64駕D、uMITRIcA，UR－543，Shimoono　Formation．

肋雁oηが06砂sα（P）sp．，UR－543，Shimoono　Formation．

跳6擁04診のo痂枷cf．6αゆ誠6召（LozYNIAK），UR－623，Shimoono　Formation。

A6％40認めo吻枷sp．，UR－623，Shimoono　Formation．

A6躍o漉吻o吻加（P）sp．，UR－543，Shimoono　Formation．

Z⑳擁劾窺sp。，UR－543，Shimoono　Formation．

∠4κhα604乞めo吻飽観匁α7乞s　pEssAGNo，UR－543，Shimoono　Formation．

14κhα60漉吻o吻枷sp．，UR－543，Shimoono　Formation。

Z）乞6砂o吻枷（P）sp．，UR－623，Shimoono　Formation．

Z）乞めo初加（P）sp．，UR－543，Shimoono　Formation．

M吻sp．，UR－543，Shimoono　Formation．

Scale　barニ0．1mm
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HoZ06η餌06α〃〃刎ろ〃ろ〃DUM1TRIcA,UR-574,YoshidaFormation,

HoZooη躰06ω伽刎｡f.切ろθκ〃α肋刎DUMITRIcA,UR-687,ChiyouraFormation.

HoZ067妙チ06α〃〃閉gθツ∫α82η∫θPEssAGN0,UR-574,YoshidaFormation･

∫〃伽αろ｡伽刎力∫∫肱(SQUINAB0L),UR-687,ChiyouraFormation.

砒〃｡η財06ψ8αcf.力｡1ツ加伽αDUM1TR1cA,UR-574,YoshidaFormation.

No伽伽∫ωθ〃ScHMIDT-EFFING,UR-17,ChiyouraFormation.

λ榊助伽〃倣∫乏｡o肋(CAMPBELLandCLARK),UR-17,ChiyouraFormation･

P∫θ〃｡伽妙｡〃物ωゆα伽α(LozYNIAK),UR-574,YoshidaFormation.

Ps8"o"吻｡刎伽α力8θ〃3o刎αoプ06θ助αZα(SQUINAB0L),UR-17,ChiyouraFormation.

Z的〃〃榊sp.A,UR-17,ChiyouraFormation.

Z狗〃伽刎sp,B,UR-17,ChiyouraFormation.

τ肋〃α肋8畑舳桃∫伽α(CITA),UR-687,ChiyouraFormation.

η伽〃Zα〃αωε%肋PEssAGN0,UR-17,ChiyouraFormation.

丁肋舳"αo舳励(SQUINAB0L),UR-574,YoshidaFormation.

��敢�����

Plate　IV

πolo6ηがooα痂％窺伽7伽J　Assemblage

1。

2．

3．

4．

5、

6，7．

8．

9．

10，11．

12．

13．

14．

15．

16．

πolooη瞬06α勉％吻枷76％σDuMITRIcA，UR－574，Yoshida　Formation．

Eolo6ηがooα痂％窺cf．伽わ6zo％鰯％彫DuMITRlcA，UR－687，Chiyoura　Formation。

πolooηがooα勉％窺9のs6zs6ηs6PEssAGNo，UR－574，Yoshida　Formation。

Sg％初のoll％窺ヵssづ1乞s（SQuINABoL），UR－687，Chiyoura　Formation．

肋郷あ勿瞬06勿s召cf．1）o砂h64鵤DuMITRlcA，UR－574，Yoshida　Formation，

No脇伽s膨頭ScHMIDTEFFING，UR－17，Chiyoura　Formation．

∠4窺ヵhゆ甥4砿s渉ooh1（CAMpBELL　and　CLARK），UR－17，Chiyoura　Formation．

薦6襯04」吻o痂加oαゆ諺oα（LozYNIAK），UR－574，Yoshida　Formation。

A6躍041めo吻枷ρε6雇o吻召6名06のh召彪（SQuINABoL），UR－17，Chiyoura　Formation、

Z肋η漉％窺sp．A，UR－17，Chiyoura　Formation。

Z⑳磁伽別sp．B，UR－17，Chiyoura　Formation．

Thαnα吻616即卿ss魏α（CITA），UR－687，Chiyoura　Formation．

7h伽α吻ヵ昭ω6％吻pEssAGNo，UR－17，Chiyoura　Formation．

Thα照吻∂伽吻（SQuINABoL），UR－574，Yoshida　Formation．

Scale　bar＝0．1mm
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1)タ｡妙｡伽伽α力舳｡∫αAssemblage
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"伽加榊sp.,UF-33,OguwaFormation.

P∫θ〃｡α〃｡助α6〃8cf.ガ｡㈱ε刎8ゐPEssAGN0,UF-33,OguwaFormation.

0〃6〃狛舳αsp.,UF-33,OguwaFormation.

λκ肋θo功｡惚｡〃〃舳榊〃8伽ゴ｡θ〃∫θPEssAGN0,UF-33,OguwaFormation､

〃κ伽肋｡oψ∫αsp.,UF-33,OguwaFormation.

∫oZε勿｡妙閉α(?)cf.伽6ηo庇∫F0REMAN,UF-33,OguwaFormation.

Psθ〃｡"吻｡〃肋｡f.力∫2〃｡伽α6706助肋1α(SQUINAB0L),UR-520,OguwaFormation.

Co閉〃8〃αsp一,UF-33,OguwaFormation.

1)た妙｡刎伽αcf.力7舳｡∫αSQU1NABOL,UF-33,OguwaFormation.

〃吻｡舳伽α(?)sp.A,UF-33,OguwaFormation.

〃吻｡〃肋sp.,UF-33,OguwaFormation.

λκ肋ω肋妙｡刎伽α(P)cf.7鋤刎(CAMPBELLandCLARK),UF-33,09uwaFormation.

λ榊助伽"倣8チ06切(CAMpBELLandCLARK),UF-33,OguwaFormation.

〃肋sp.,UF-33,OguwaFormation.

λ物∫加｡ろ加閉｡f.〃〃α､F0REMA“,UR-530,OguwaFormation.

��敢�����
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〃め｡〃肋庇〃∫ケ60∫広α肋Assemblage

ハθ〃｡α〃｡助α6㏄cf.ガ｡燗ε〃∫ゐPEssAGN0,UR-533,KitanadaFormation.

P閉θoo〃｡ωηo閉刎αsp.,UR-533,KitanadaFormation.

〃αεoo勿｡ωηo刎刎αsp.,UR-693,Kitan包daFormation､

∫此乃｡刎伽αsp.,UF-82,FurushiroyamaFormation.

X伽3cf.∫が6〃α〃.㈱(ALIEv),UR-693,KitanadaFormation.

1)タ6秒｡刎伽αcf.力γ刎｡∫αSQUINAB0L,UR-553,NarukawaFormation.

〃6秒｡〃助力舳｡∫αSQUINAB0L,UR-693,KitanadaFormation.

〃6秒｡〃物aff｡庇刎タ60∫肋αPEssANG0,UR-554,NarukawaFormation.

"吻｡刎伽α6θ伽左60∫去α加PEssAGN0,UR-558,FurushiroyamaFormation.

〃吻｡〃物刎切θ〃∫ゐPEssAGN0,UR-693,KitanadaFormation.

1)タ｡妙｡刎伽αcf.勿妙〃刎ゐPEssAGN0,UF-82,FurushiroyamaFormation.

1)た妙｡刎伽αcf.〃ψα2刎ゐPEssAGN0,UR-674,IshibikiFormation､

〃.め｡〃肋sp.,UR-693,KitanadaFormation.

〃6秒｡〃物sp.,UR-554,NarukawaFormation1

λ刎助幼ツ〃伽∫≠06切(CAMpBELLandCLARK),UR-554,NarukawaFormation.

〃肋sp.,UR-693,KitanadaFormation.

λκ肋ω"吻｡〃肋sp.,UR-693,KitanadaFormation.

λ物∫チ70ろ加舳〃舳F0REMAN,UR-793,KitanadaFormation.
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〃｡妙｡閉伽α尾｡∫Zoo〃Assemb1age

〃伽加刎sp.,UF-80,YorimatsuFormation.

P∫8〃｡α〃｡助αo㏄cf.Zθ肋6〃Zα桃(WHITE),UF-77,YorimatsuFomation.

"吻｡"肋肋∫ZooαθF0REMAN,UF-77,YorimatsuFormation.

〃吻｡〃肋肋∫Zoω6F0REMAN,UF-80,YorimatsuFormation.

1)た妙｡〃肋｡f.尾｡∫ZoωθF0REMAN,UR-556,SuigenchiFormation.

"吻｡〃物カプ舳｡∫αSQUINAB0L,UR-557,YorimatsuFormation.

"吻｡舳伽α力舳｡∫αSQUINAB0L,UR-718,IwamatsuFormation.

1)タ｡妙｡刎伽αcf.力γ閉｡∫αSQU1NAB0L,UR-556,SuigenchiFormation.

〃吻｡〃肋aff.ゐ〃8ケ｡o∫去α勉PEssAGN0,UF-6,YorimatsuFormation.

1)クめ｡"肋(P)sp.,UF-9,YorimatsuFormation.

〃め｡〃肋｡f.刎切θ刎ゐPEssAGN0,UF-80,YorimatsuFormation.

ル0肋"伽0伽伽α(P)κ幽α(CAMpBELLandCLARK),UF-80,Yorima垣uFomation.

λ肋畝｡ろ加刎〃閉αF0REMAN,UR-718,IwamatsuFormation.

λ榊助伽〃倣8'oo肋(CAMpBELLandCLARK),UR-556,SuigenchiFormation.

λ刎助伽〃倣∫≠oo肋(CAMPBELLandCLARK),UR-557,YorimatsuFormation.
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